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ob
Jessop

（1946

〜
）
は
イ
ギ
リ
ス
、

ラ
ン
カ
ス
タ
ー
大
学
の
社
会
学
部
教
授
。戦
後
自
国
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
政
治
、

経
済
的
変
質
の
現
状
分
析
に
強
い
関
心
を
抱
き
つ
つ（

1
）

、
政
治
理
論
関
係
の
著

作
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で"T

h
e
C
ap
italist

S
tate

（1982

）",
"N
icos
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P
oulantzas:

M
arxist

T
heory

and
P
olitical

Strategy

（1985

）","State

T
h
eory

:
P
u
ttin
g
th
e
C
ap
italist

S
tate

in
Its
P
lace

（1990

）",
"T
h
e

F
uture

of
the
C
apitalist

State

（2002

）","State
P
ow
er

（2008

）"

等
が

あ
り
、
そ
の
他
多
数
の
論
文
を
執
筆
し
多
産
で
あ
る
。
特
に
学
問
的
に
強
く
影

響
を
受
け
た
の
は
マ
ル
ク
ス
、
グ
ラ
ム
シ
、
プ
ー
ラ
ン
ザ
ス
、
フ
ー
コ
ー
の
四

人
、
就
中
プ
ー
ラ
ン
ザ
ス
を
そ
の
最
た
る
者
と
し
て
い
る（

2
）

。
ジ
ェ
ソ
ッ
プ
は

プ
ー
ラ
ン
ザ
ス
と
一
度
面
会
し
、
若
干
の
レ
タ
ー
も
交
換
し
た
と
い
う（

3
）

。
ジ

ェ
ソ
ッ
プ
の
仕
事
は
私
の
思
う
に
、プ
ー
ラ
ン
ザ
ス
の
単
な
る
亞
流
で
は
な
く
、

ま
た
ネ
オ
・
マ
ル
ク
ス
主
義
国
家
論
の
継
承
的
発
展
で
も
な
い
。
た
し
か
に
ジ

ェ
ソ
ッ
プ
は
マ
ル
ク
ス
の
政
治
経
済
学
批
判
『
資
本
論
』
を
最
重
要
視
し
て

「
私
は
今
で
も
自
分
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
マ
ル
ク
ス
主
義
者
と
し
て
規
定
し
た
い
」

と
述
べ（

4
）

、
ま
た
国
家
論
で
も
「
国
家
へ
の
私
自
身
の
マ
ル
ク
ス
主
義
的
ア
プ

ロ
ー
チm

y
ow
n
M
arxist

approach
to
the
state （

5
）

」
を
展
開
す
る
と
書
い

て
は
い
る
。
し
か
し
ジ
ェ
ソ
ッ
プ
の
国
家
論
を
マ
ル
ク
ス
主
義
な
い
し
マ
ル
ク

ス
主
義
的
と
す
る
に
は
些
か
検
討
の
余
地
が
あ
る
。

と
い
う
の
も
、
ジ
ェ
ソ
ッ
プ
は
市
民
社
会
バ
イ
ア
ス
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て

の
マ
ル
ク
ス
主
義
の
基
本
か
ら
プ
ー
ラ
ン
ザ
ス
以
上
に
国
家
バ
イ
ア
ス
的
ア
プ

ロ
ー
チ
の
方
向
に
強
く
踏
み
込
み
、
市
民
社
会
バ
イ
ア
ス
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
未

だ
寄
り
な
が
ら
も
国
家
バ
イ
ア
ス
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
意
識
的
に
採
り
入
れ
、
こ

の
両
者
の
間
を
浮
動
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
弁
証
法
と
は
似
て
非

な
る
こ
の
よ
う
な
中
間
的
、
折
衷
的
な
ジ
ェ
ソ
ッ
プ
の
国
家
理
論
を
、
国
家
と

市
民
社
会
の
弁
証
法
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
最
初
に
私
が
批
判
的
に

、
、
、
、

取
り
上
げ
た
所

以
で
あ
る
。
ジ
ョ
ン
・
キ
ー
ン
は
、
近
代
の
特
徴
と
し
て
経
済
と
政
治
と
の
分

離
を
挙
げ
、
国
家
は
可
能
的
な
行
為
者
で
あ
り
、
逆
に
経
済
（
階
級
）
権
力
関

係
は
国
家
構
造
や
政
治
を
形
ち
造
り
こ
れ
ら
を
制
約
す
る
、
し
か
も
国
家
と
経

済
と
は
相
互
に
作
用
し
合
う
と
云
い
、
今
日
の
新
ウ
ェ
ー
バ
ー
的
ア
プ
ロ
ー
チ

と
ネ
オ
・
マ
ル
ク
ス
主
義
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
の
収
斂con

v
erg
en
ce

に
明
ら

か
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
、
経
済
中
心
的
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
と
国
家
中
心
的
パ

ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
と
の
綜
合
の
試
みattem

p
t
to
sy
n
th
esize

が
重
要
で
あ

る
と
指
摘
し
て
い
る（

6
）

。
こ
れ
は
些
か
弁
証
法
的
と
云
え
ぬ
こ
と
も
な
い
提
言

で
は
あ
ろ
う
が
、
キ
ー
ン
は
そ
の
代
表
例
と
し
て
、
シ
ー
ダ
・
ス
コ
ッ
チ
ポ
ル
、

ア
ン
ソ
ニ
ー
・
ギ
デ
ン
ズ
、
ク
ラ
ウ
ス
・
オ
ッ
フ
ェ
そ
し
て
ボ
ブ
・
ジ
ェ
ソ
ッ

プ
を
指
し
て
い
る（

7
）

。
だ
が
私
に
は
、
こ
れ
ら
の
中
で
眞
に
弁
証
法
的
と
云
え

る
の
は
ス
コ
ッ
チ
ポ
ル
ぐ
ら
い
で
、
ジ
ェ
ソ
ッ
プ
が
弁
証
法
的
と
は
と
う
て
い

考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
以
下
そ
れ
を
示
そ
う
。（
尚
ジ
ェ
ソ
ッ
プ
の
文
章

の
叙
述
に
は
表
現
を
変
え
た
繰
り
返
し
も
多
く
、
必
ず
し
も
論
理
的
な
い
し
体

系
的
と
は
見
え
ず
、
人
は
そ
の
眞
意
を
把
握
す
る
に
か
な
り
難
渋
す
る
。）

﹇
市
民
社
会
バ
イ
ア
ス
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
国
家
バ
イ
ア
ス
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と

の
中
間
説
﹈

な
る
ほ
ど
ジ
ェ
ソ
ッ
プ
は
、
経
済
と
政
治
と
の
弁
証
法th

e

dialectic
betw

een
the
econom

ic
and

political （8
）

を
云
い
、「
社
会
の
政
治

的
特
徴
と
経
済
的
特
徴
の
あ
い
だ
の
関
係
を
、一
方
を
他
方
に
還
元
す
る
と
か
、

あ
る
い
は
両
者
を
ま
っ
た
く
独
立
し
た
自
律
的
存
在
と
し
て
扱
う
こ
と
な
く
確

立
す
る（

9
）

」
と
か
、「
経
済
か
ら
国
家
を
制
度
的
に
分
離
す
る
こ
と
は
（
こ
れ
は

資
本
主
義
社
会
の
重
要
な
特
質
だ
が
）、
国
家
と
経
済
に
お
い
て
異
な
る
（
そ

し
て
潜
在
的
に
矛
盾
す
るp

oten
tially

con
trad
ictory

）
制
度
的
論
理
や
計

画
の
様
式
が
支
配
す
る
こ
と
に
帰
着
す
る（

10
）

」
と
か
と
述
べ
、
ま
る
で
一
見
弁

証
法
的
ら
し
く
思
え
る
。
し
か
し
国
家
と
経
済
と
が
矛
盾
す
るcon

trad
icto-

ry

と
語
ら
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
そ
の
矛
盾
は
潜
在
性
、
可
能
性
に
止
ま
り
、
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し
か
も
プ
ー
ラ
ン
ザ
ス
と
同
様
ジ
ェ
ソ
ッ
プ
に
お
い
て
も
、
優
位
に
立
つ
の
は

矛
盾
・
対
立
で
は
な
く
主
に
相
互
依
存
の
方
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
彼

は
様
々
に
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
資
本
主
義
は
、
経
済
と
国
家
と
の
制

度
的
分
離
な
ら
び
に
相
互
依
存m

u
tu
al
d
ep
en
d
en
ce

を
含
む（

11
）

」「
ブ
ル
ジ

ョ
ア
秩
序
の
中
の
『
市
民
社
会
』
は
、
普
遍
的
利
益
を
体
現
す
る
と
思
わ
れ
て

い
るsu

p
p
osed

国
家
に
対
立
す
る
も
の
と
し
て
のas

op
p
osed

特
殊
的
利

益
の
領
域
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
特
殊
性
と
普
遍
性
と
を
媒
介
す
る
何
ら
か
の

制
度
的
手
段
の
必
要
を
示
唆
し
て
い
る（

12
）

」「
蓄
積
体
制
の
政
治
体
制
と
の
構
造

的
連
結cou

p
lin
g

お
よ
び
共
進co-ev

olu
tion （

13
）

」「
経
済
と
政
治
と
の
間
の
制

度
的
、
社
会
的
相
互
連
結in

tercon
n
ection

s （
14
）

」「
相
互
の
活
動
上
の
自
律
性

と
物
質
的
相
互
依
存
性（

15
）

」「
国
家
は
、
自
分
だ
け
が
威
張
っ
て
、
他
の
自
分
以

外
の
社
会
を
上
か
ら
監
督
す
る
も
の
で
は
な
い
。
国
家
は
ヨ
リ
広
い
政
治
組
織

（
な
い
し
シ
ス
テ
ム
）
の
中
に
し
っ
か
り
は
め
込
ま
れem

b
ed
ed

、
他
の
制
度

的
諸
秩
序
と
接
合articu

lated

し
市
民
社
会
の
色
々
な
種
類
と
連
結
し
て
い

る（
16
）

」「
国
家
中
心
と
社
会
中
心
と
は
円
満
なrounded

説
明
を
生
み
出
す
べ
く

結
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（

17
）

」
等
々
と
。
以
上
か
か
る
国
家
バ
イ
ア
ス
的
ア

プ
ロ
ー
チ
と
市
民
社
会
バ
イ
ア
ス
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
の
媒
介
、
仲
立
ち
、
相
互

依
存
を
説
く
こ
と
は
、
要
は
両
者
の
長
所
を
取
り
短
所
を
捨
て
る
と
い
う
折
衷

論
に
落
ち
着
く
。
ジ
ェ
ソ
ッ
プ
も
明
言
し
て
い
る
。
こ
れ
は
「
国
家
中
心
的
ア

プ
ロ
ー
チ
と
社
会
中
心
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
の
間
の
中
道m

id
d
le
w
ay

を
提
供

す
る
こ
と
で
あ
る（

18
）

」
と
。

更
に
彼
は
プ
ー
ラ
ン
ザ
ス
を
支
持
し
つ
つ
も
次
の
如
く
自
己
の
流
儀
を
披
露

す
る
。
す
な
わ
ち
、「
プ
ー
ラ
ン
ザ
ス
自
身
は
た
し
か
に
『
国
家
―
中
心
的
』

ア
プ
ロ
ー
チ
の
含
意
の
す
べ
て
を
展
開
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
彼
の
第
一

義
的
引
照
点
は
、
け
っ
き
ょ
く
、
資
本
主
義
的
生
産
様
式
の
支
配
的
役
割
を
再

生
産
す
る
国
家
の
役
割
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
た
し
か
に
、
国
家
そ
れ
自
体
、

あ
る
い
は
諸
国
民
国
家
の
よ
り
全
般
的
体
系
を
再
生
産
す
る
国
家
の
役
割
で
は

な
か
っ
た
。
し
か
し
、
わ
た
し
は
、
国
家
は
社
会
関
係
で
あ
る
、
と
い
う
彼
の

国
家
観
念
に
お
い
て
輪
郭
を
与
え
ら
れ
た
戦
略
―
理
論
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
国
家

―
中
心
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
社
会
―
中
心
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
双
方
を
関
係
づ
け
る

理
論
的
意
味
を
提
供
す
る
、
と
論
じ
た
い
。
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
な
か
っ
た
な

ら
ば
、
純
粋
に
『
国
家
―
中
心
的
』
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
『
社
会
―
中
心
的
』
ア

プ
ロ
ー
チ
に
た
ん
に
反
転
す
る
だ
け
だ
、
と
い
う
危
険
が
明
ら
か
で
あ
る
。
わ

れ
わ
れ
は
、
国
家
と
社
会
の
ど
ち
ら
が
第
一
義
的
か
、
と
論
じ
る
よ
う
要
求
す

る
偽
り
の
ジ
レ
ン
マ
を
拒
否
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
う
で
は
な
く
、
国
家
を
社
会

関
係
と
し
て
扱
う
プ
ー
ラ
ン
ザ
ス
に
従
う
べ
き
な
の
だ
。
そ
う
す
れ
ば
、『
国

家
―
中
心
的
』
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
そ
の
『
下
部
構
造
権
力
』
と
戦
略
的
選
択
性

を
つ
う
じ
て
の
、
社
会
的
再
生
産
の
『
形
態
―
決
定
』（form

-d
eterm

in
a-

tion

）
に
お
け
る
国
家
の
役
割
に
も
っ
と
焦
点
を
あ
て
る
よ
う
に
な
り
、『
社

会
―
中
心
的
』
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
国
家
の
独
自
の
構
造
と
機
能
の
な
か
で
、
そ

れ
を
つ
う
じ
て
凝
集
さ
れ
る
諸
勢
力
の
均
衡
変
化
（
国
家
管
理
者
の
役
割
を
含

む
）
に
、
も
っ
と
焦
点
を
あ
て
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う（

19
）

」「
よ
り
『
国
家
―
中

心
的
』
な
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
、
学
ぶ
べ
き
多
く
の
も
の
が
あ
る
。
重
要
な
こ
と

に
、『
戦
略
―
理
論
』
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、『
社
会
―
中
心
的
』
ア
プ
ロ
ー
チ
と

『
国
家
―
中
心
的
』
ア
プ
ロ
ー
チ
と
の
架
橋
を
も
提
供
し
う
る
と
、
わ
た
し
は

信
じ
る
も
の
で
あ
る（

20
）

」
と
。
こ
こ
で
社
会
関
係
と
し
て
の
国
家
と
か
国
家
の

戦
略
―
理
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
か
、
必
ず
し
も
耳
な
れ
な
い
用
語
が
出
て
来
る

が
、
こ
れ
ら
は
ジ
ェ
ソ
ッ
プ
国
家
論
の
中
心
概
念
で
あ
り
、
後
に
明
ら
か
に
さ
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れ
よ
う
。
い
ま
は
、
そ
れ
ら
の
概
念
が
、
国
家
バ
イ
ア
ス
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
市

民
社
会
バ
イ
ア
ス
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
の
中
間
的
方
法
、
両
者
の
架
橋
に
由
来
す

る
も
の
と
強
調
し
て
い
る
の
に
注
目
し
た
い
。

こ
れ
ら
を
詳
し
く
見
て
い
こ
う
。今
の
引
用
に
あ
る
よ
う
に
ジ
ェ
ソ
ッ
プ
は
、

「
よ
り
『
国
家
中
心
的
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
学
ぶ
べ
き
多
く
の
も
の
が
あ
る
』
と

考
え
る
。
す
な
わ
ち
、「
正
統
的
政
治
学
の
多
元
主
義
的
・
行
動
論
的
伝
統
、

マ
ル
ク
ス
主
義
に
具
現
さ
れ
た
『
資
本
―
理
論
』
的
お
よ
び
『
階
級
―
理
論
』

的
伝
統
、
ま
た
は
そ
の
い
ず
れ
と
も
対
立
す
る
『
国
家
―
理
論
』
的
と
も
呼
ぶ

べ
き
立
場
か
ら
の
挑
戦
が
仕
掛
け
ら
れ
た
。
こ
の
新
た
な
『
国
家
―
中
心
的

（state-cen
tred

）』
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
プ
ー
ラ
ン
ザ
ス
に
よ
り
支
持
さ
れ
た
ア

プ
ロ
ー
チ
へ
の
主
要
な
反
撃
な
の
だ
と
し
ば
し
ば
自
己
規
定
し
て
い
る
が
ゆ
え

に
、
と
り
わ
け
注
目
す
る
に
値
す
る
。
そ
こ
で
、
こ
こ
数
年
来
多
く
の
支
持
を

獲
得
し
つ
つ
あ
る
、『
国
家
主
義
的
（statist

）』
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
提
起

さ
れ
た
諸
論
点
の
い
く
つ
か
を
考
察
し
て
み
よ
う
。

『
国
家
の
復
権
（bring

the
state

back
in

）』
の
理
論
的
運
動
は
、
よ
り

全
般
的
な
国
家
へ
の
関
心
の
再
興
を
反
映
し
て
い
る
。
国
家
は
社
会
科
学
的
分

析
の
中
心
的
変
数
に
復
帰
し
た
。
社
会
科
学
者
た
ち
が
、
政
治
体
系
・
政
治
組

織
・
決
定
作
成
や
政
治
行
動
の
問
題
に
専
念
で
き
る
よ
う
、
国
家
は
憲
法
学
な

い
し
政
治
哲
学
に
身
を
委
ね
る
、
と
い
う
こ
と
は
も
は
や
な
く
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
あ
り
よ
う
は
、
部
分
的
に
は
正
当
化
さ
れ
え
た
。
と
い
う
の
は
、

国
家
は
、
そ
の
法
的
枠
組
や
憲
法
と
は
同
一
視
で
き
な
い
し
、
政
治
体
系
は
、

国
家
に
還
元
で
き
な
い
し
、
ま
た
そ
の
機
能
は
、
い
か
な
る
単
一
の
組
織
に
委

ね
ら
れ
る
わ
け
で
も
な
い
（
た
と
え
国
家
を
メ
タ
組
織
と
み
な
し
た
と
し
て

も
）。
ま
た
政
治
は
、
特
定
の
戦
略
的
土
俵

テ
ラ
イ
ン

に
お
け
る
諸
組
織
の
相
互
行
為
と

の
か
か
わ
り
で
、
研
究
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
国
家
権
力
の
行
使
に
お
け

る
、
決
定
（
非
決
定
を
含
む
）
と
行
政
的
調
整
（
と
否
定
的
調
整
）
の
役
割
は
、

明
ら
か
に
中
心
的
で
あ
り
、
ま
た
、
政
治
体
系
は
、
明
ら
か
に
政
治
行
動
の
な

か
で
そ
れ
を
つ
う
じ
て
再
生
産
さ
れ
る
の
だ
か
ら
。
し
か
し
、
政
治
活
動
が
、

そ
こ
で
、
そ
れ
を
つ
う
じ
て
、
そ
こ
に
方
向
づ
け
ら
れ
て
生
起
す
る
、
戦
略
的

土
俵
を
国
家
が
提
供
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
よ
り
具
体
的
な
研
究
に

と
っ
て
も
、
国
家
は
決
定
的
で
あ
り
つ
づ
け
る
。
す
な
わ
ち
、（
主
体
な
い
し

モ
ノ
と
い
う
そ
の
誤
っ
た
説
明
と
は
対
立
す
る
）
戦
略
的
土
俵
と
し
て
の
国
家

が
、
こ
れ
ら
よ
り
特
殊
化
さ
れ
一
点
集
中
化
さ
れ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
に
お
い
て
無

視
さ
れ
る
か
ぎ
り
で
、
こ
れ
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
政
治
圏

レ
ル
ム
の
完
全
な
意
味

を
あ
ば
き
だ
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
国
家
の
復
権
に
は
い
く
つ
か
の
道
が
あ
る
。
そ
れ
を
い
か
に
お
こ

な
う
か
は
、『
国
家
―
中
心
的
』
ア
プ
ロ
ー
チ
と
、
マ
ル
ク
ス
主
義
経
済
学
お

よ
び
正
統
的
政
治
社
会
学
の
『
社
会
―
中
心
的
』
ア
プ
ロ
ー
チ
と
の
あ
い
だ
の

争
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、『
国
家
―
中
心
』
論
者
は
、
国
家
の
形
態
と
機
能

が
、
資
本
か
ら
の
要
請
と
国
家
を
超
え
る
場
で
な
さ
れ
る
階
級
闘
争
の
動
態
、

あ
る
い
は
そ
の
い
ず
れ
か
に
よ
り
基
本
的
に
か
た
ち
づ
く
ら
れ
る
と
い
う
仮
定

の
ゆ
え
に
、
マ
ル
ク
ス
主
義
的
分
析
を
批
判
す
る
。『
国
家
―
中
心
』
論
者
は
、

そ
の
か
わ
り
に
、
国
家
の
形
態
と
機
能
を
か
た
ち
づ
く
る
独
特
の

、
、
、

（su
i

g
en
eris

）
政
治
的
圧
力
と
過
程
が
あ
り
、
そ
れ
が
国
家
に
市
民
社
会
に
位
置

す
る
あ
ら
ゆ
る
圧
力
・
勢
力
に
た
い
し
て
の
真
の
重
要
な
自
律
性
を
付
与
す
る

の
だ
と
論
じ
る
。『
国
家
―
中
心
的
』
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
国
家
を
国
民
的
構
成

体
お
よ
び
国
際
的
構
成
体
の
双
方
に
お
い
て
独
自
の
中
心
性
を
有
す
る
一
つ
の

制
度
的
総
体
、
な
い
し
は
『
行
為
の
構
造
化
さ
れ
た
部
面

フ
ィ
ー
ル
ド
』
で
あ
る
と
論
じ
る
。

国
家
と
市
民
社
会
の
現
代
理
論

四

（8）
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国
家
は
、
独
自
の
組
織
形
態
、
そ
れ
自
身
の
活
動
を
、
そ
の
な
か
で
そ
れ
を
つ

う
じ
て
方
向
づ
け
る
独
自
の
一
体
性
と
自
己
イ
メ
ー
ジ
、
独
自
の
諸
機
能
の
組

み
合
わ
せ
、
独
自
の
制
度
的
論
理
、
独
自
の
諸
利
益
の
組
み
合
わ
せ
、
独
自
の

自
己
再
生
産
力
能
を
も
つ
、
と
論
じ
る
。

と
り
わ
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
『
国
家
―
中
心
』
論
者
は
、
近
代
社
会
に
お
い
て

国
家
に
独
自
の
役
割
を
付
与
す
る
五
つ
の
要
因
を
強
調
し
た
。
こ
れ
ら
は
つ
ぎ

の
も
の
か
ら
成
る
。
す
な
わ
ち
、（
ａ
）
諸
国
民
国
家
か
ら
成
る
国
際
体
系
内

部
で
の
異
な
る
近
代
国
家
の
地
政
学
的
位
置
、（
ｂ
）
近
代
国
家
の
発
展
に
お

け
る
軍
事
組
織
と
戦
争
の
動
態
、（
ｃ
）
近
代
国
家
の
独
特
の
権
力
―
―
と
り

わ
け
、
集
権
的
に
組
織
さ
れ
領
土
的
に
ま
と
め
ら
れ
た
社
会
内
部
で
、
集
合
的

に
ま
と
ま
っ
た
諸
決
定
を
産
み
出
し
強
要
す
る
、
そ
の
力
能
に
根
ざ
し
た
権
力

―
―
と
、
そ
の
領
域

ド
メ
イ
ン

内
の
あ
ら
ゆ
る
他
の
社
会
的
下
位
体
系
（
経
済
を
含

む
）
・
諸
組
織
（
資
本
を
含
む
）
・
諸
勢
力
（
諸
階
級
を
含
む
）
と
の
関
係
で

の
国
家
の
戦
時
的
有
効
範
囲
、（
ｄ
）
国
家
体
制
と
政
府
の
独
自
の
病
理
、（
ｅ
）

他
の
社
会
諸
勢
力
と
の
対
抗
で
の
『
国
家
管
理
者
』
の
独
自
の
利
益
と
力
能
。

異
な
る
『
国
家
―
中
心
』
論
者
は
、
異
な
る
要
因
を
強
調
す
る
。
し
か
し
、
結

論
は
同
じ
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
国
家
は
そ
れ
自
体
と
し
て
一
つ
の
勢
力
で

あ
り
、
市
民
社
会
の
動
態
を
単
純
に
は
反
映
し
な
い
、
と
。

こ
れ
が
、『
国
家
―
中
心
』
論
者
を
し
て
国
家
の
自
律
性
の
問
題
に
つ
い
て

の
根
本
的
に
異
な
る
ア
プ
ロ
ー
チ
の
唱
道
へ
と
導
く
。
す
な
わ
ち
、
彼
ら
は
、

自
律
性
の
二
つ
の
次
元
に
、
と
り
わ
け
注
目
し
た
。
つ
ま
り
、（
ａ
）
市
民
社

会
内
に
位
置
す
る
社
会
諸
勢
力
か
ら
独
立
し
て
（
そ
し
て
、
た
と
え
そ
れ
ら
か

ら
の
反
対
に
直
面
し
て
さ
え
も
）
権
力
を
行
使
す
る
、
国
家
管
理
者
の
能
力
―

―
国
家
に
特
殊
化
さ
れ
た
諸
力
能
と
、
国
家
管
理
者
が
社
会
諸
勢
力
の
多
元
的

宇
宙
に
た
い
し
て
享
受
す
る
マ
ヌ
ー
バ
ー
の
余
地
の
双
方
、
あ
る
い
は
そ
の
い

ず
れ
か
に
、
根
ざ
し
た
権
力
―
―
と
し
て
の
、
国
家
の
自
律
性
、（
ｂ
）
国
家

力
能
な
い
し
『
下
部
構
造

イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ュ
ア

』
権
力
、
す
な
わ
ち
、
国
家
を
超
え
る
諸
勢
力

に
よ
り
直
接
的
に
ま
た
は
間
接
的
に
統
制
さ
れ
て
い
る
と
き
に
さ
え
も
、
そ
の

特
殊
化
さ
れ
た
能
力
に
よ
っ
て
、
近
代
社
会
に
浸
透
し
統
御
し
監
視
し
取
り
締

ま
り
規
律
化
す
る
国
家
の
能
力
で
あ
る
（cf.

C
erny,

1985;
G
iddens,

1985;

M
an
n
,
1983;

S
k
ocp
ol,
1985

）。
第
一
の
点
に
つ
い
て
は
、
国
家
管
理
者
が

ど
の
よ
う
に
『
専
制
的
』
権
力
を
行
使
す
る
か
に
つ
い
て
の
研
究
が
ま
す
ま
す

増
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
第
二
の
点
に
つ
い
て
、
国
家
の
力
能
が
、
い
か
に
国

家
権
力
の
（
非
）
効
率
的
行
使
、
政
策
施
行
、
等
々
に
お
け
る
決
定
的
介
入
変

数
と
し
て
働
く
か
に
つ
い
て
の
研
究
が
増
加
し
て
い
る（
最
新
の
文
献
講
釈
は
、

A
lford

and
F
riedm

an,
1985;

C
arnoy,

1984;
E
vans,

R
ueschem

eyer

an
d
S
k
ocp
ol,
1985;

K
rasn
er,
1983,

T
h
om
as
an
d
M
ey
er,
1984,

を
見

よ（
21
）

」
と
述
べ
て
、
国
家
バ
イ
ア
ス
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
き
わ
め
て
正
確
な
理
解

を
示
す
。

ま
た
プ
ー
ラ
ン
ザ
ス
に
つ
い
て
も
、「
し
ば
し
ば
『
社
会
―
中
心
』
論
者
と

し
て
か
た
づ
け
ら
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
彼
は
、『
国
家
―
中
心
的
』
諸
研
究

に
よ
り
提
起
さ
れ
た
中
心
的
論
点
の
多
く
に
、
直
接
的
に
か
間
接
的
に
か
取
り

組
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
プ
ー
ラ
ン
ザ
ス
は
、
階
級
分
裂
社
会
に

お
け
る
社
会
的
凝
集
を
維
持
す
る
力
能
に
お
い
て
、
資
本
主
義
国
家
の
独
特
の

制
度
的
形
態
が
決
定
的
役
割
を
演
じ
た
こ
と
を
つ
ね
に
強
調
し
た
。
こ
れ
は
、

彼
の
、
精
神
労
働
と
肉
体
労
働
の
全
般
的
分
業
内
部
で
の
精
神
労
働
の
特
異
な

体
現
の
説
明
に
お
い
て
、
ま
た
、
近
代
国
家
の
法
的
・
制
度
的
形
態
の
種
差
性

に
つ
い
て
の
よ
り
全
般
的
な
議
論
に
お
い
て
、
と
り
わ
け
明
ら
か
で
あ
る
。
つ
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い
で
彼
は
、
こ
れ
を
、
資
本
主
義
社
会
に
お
け
る
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
の
た
め
の
闘
争

の
決
定
的
役
割
に
関
連
づ
け
た
。
ま
た
、
彼
は
、
国
家
管
理
者
な
い
し
官
僚
の

潜
在
的
自
律
性
の
根
拠
を
国
家
の
制
度
的
分
離
と
国
家
諸
装
置
の
異
な
る
諸
部

門
内
部
で
の
独
特
の
国
家
的
一
体
性
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
求
め
る
と
こ
ろ
ま

で
、
追
跡
し
た
。
そ
し
て
、
資
本
主
義
的
社
会
秩
序
の
構
成
と
再
生
産
に
お
け

る
、
国
家
の
創
造
的
力
能
を
記
述
す
る
さ
い
に
、
プ
ー
ラ
ン
ザ
ス
は
、
ま
た
、

そ
の
下
部
構
造
権
力
と
い
う
論
点
に
も
触
れ
て
い
た
。
実
際
、
彼
の
最
後
の
本

で
あ
る
『
国
家
、
権
力
、
社
会
主
義
』
に
お
い
て
、
プ
ー
ラ
ン
ザ
ス
は
、
資
本

主
義
社
会
の
全
体
的
な
空
間
的
・
時
間
的
・
身
体

コ
ー
ポ
ラ
ル

的
・
社
会
的
秩
序
を
か
た

ち
づ
く
る
国
家
の
役
割
に
多
く
の
考
察
を
加
え
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
方
法
で
、
プ
ー
ラ
ン
ザ
ス
は
、
国
家
―
中
心
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
む
か
っ

て
移
行
し
て
い
た
と
い
え
る（

22
）

」
と
述
べ
て
い
る
。
だ
が
そ
う
で
は
あ
っ
て
も
、

プ
ー
ラ
ン
ザ
ス
は
「
こ
の
最
新
の
『
国
家
―
中
心
』
的
仕
事
の
多
く
を
支
え
て

い
る
よ
う
に
見
え
る
仮
定
、
す
な
わ
ち
、
国
家
体
系
は
あ
る
意
味
で
は
主
体
で

あ
り
、
た
ん
に
独
自
の
諸
特
性
を
持
つ
活
動
の
種
差
的
場
な
い
し
戦
略
的
部
面

で
は
な
い
、
と
い
う
仮
定
を
拒
否
し
た（

23
）

」。
從
っ
て
プ
ー
ラ
ン
ザ
ス
は
、「
明

ら
か
に
『
国
家
中
心
論
者
』
で
は
な
い（

24
）

」
と
ジ
ェ
ソ
ッ
プ
は
云
う
。
た
し
か

に
既
述
の
如
く
、
経
済
の
最
終
決
定
性
と
い
う
経
済
主
義
に
固
執
す
る
プ
ー
ラ

ン
ザ
ス
は
国
家
バ
イ
ア
ス
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
接
近
し
た
と
し
て
も
基
本
的
に
市

民
社
会
バ
イ
ア
ス
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
属
す
る
の
で
あ
る
。
ジ
ェ
ソ
ッ
プ
は
、
こ

の
プ
ー
ラ
ン
ザ
ス
的
方
向
に
做
い
つ
つ
、
こ
れ
を
批
判
的
に
乘
り
越
え
よ
う
と

す
る
。
曰
く
、「
わ
れ
わ
れ
は
、
プ
ー
ラ
ン
ザ
ス
の
述
べ
た
こ
と
を
単
純
に
受

容
し
た
り
、そ
れ
を
受
動
的
な
し
か
た
で
福
音
と
し
て
扱
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
は
、
彼
の
仕
事
を
、
国
家
に
関
す
る
不
断
の
理
論
的
方
法

に
と
っ
て
の
一
つ
の
決
定
的
源
泉
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
批
判
的
に
ア
プ

ロ
ー
チ
さ
れ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、
わ
れ
わ
れ
が
よ
り
伝
統
的
な
『
社
会
―
中

心
的
』
諸
分
析
と
の
か
か
わ
り
に
お
い
て
ば
か
り
で
な
く
、
よ
り
新
た
な
『
国

家
―
中
心
的
』
諸
分
析
と
の
か
か
わ
り
に
お
い
て
も
、
理
論
的
前
進
を
遂
げ
る

助
け
と
な
り
う
る
で
あ
ろ
う（

25
）

」。

だ
が
こ
の
よ
う
に
ジ
ェ
ソ
ッ
プ
は
国
家
バ
イ
ア
ス
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
評
価
す

る
半
（
他
）
面
、
手
を
変
え
品
を
代
え
て
国
家
バ
イ
ア
ス
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
批

判
を
様
々
に
展
開
し
て
い
る
。
就
中
そ
の
最
も
主
要
な
批
判
点
は
、
国
家
バ
イ

ア
ス
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
お
け
る
、国
家
と
市
民
社
会
と
の
厳
格
な
区
別

、
、
、
、
、

で
あ
る
。

「
国
家
主
義
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
見
ら
れ
る
国
家
と
社
会
と
の
純
然
た
るsim

p
le

m
in
d
ed

分
離
が
問
題（

26
）

で
あ
り
」、
こ
の
点
は
彼
す
な
わ
ち
「
ジ
ェ
ソ
ッ
プ
に

お
い
て
最
も
十
全
に
展
開
さ
れ
て
い
る（

27
）

」
と
云
う
。「
も
し
人
が
社
会
の
分
析

に
あ
っ
て
、
国
家
と
社
会
と
の
い
ず
れ
か
を
独
立
変
数
と
し
て
選
択
す
る
必
要

を
仮
定
す
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
国
家
と
社
会
と
の
夫
々
が
、
完
全
に
構
成
さ

れ
、
内
的
に
首
尾
一
貫
し
、
相
互
に
排
他
的
な
独
立
的
実
体
と
し
て
存
在
し
、

且
つ
一
方
が
他
方
を
常
に
一
方
的
に
規
定
す
る
と
い
う
こ
と
を
仄
め
か
し
て
い

る
の
で
あ
る（

28
）

」
が
、
し
か
し
ジ
ェ
ソ
ッ
プ
は
、「
こ
れ
は
実
際
に
は
、
不
意
に

起
り
部
分
的
に
し
て
不
安
定
且
つ
可
変
的
な
社
会
的
区
別
を
、
具
体
化
し
絶
対

化
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
説
明
項
の
妥
当
性
が
い
か
に
被
説
明

項
に
依
存
し
て
い
る
か
を
無
視
す
る
も
の
で
あ
る（

29
）

」
と
批
判
す
る
。
国
家
バ

イ
ア
ス
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
場
合
に
は
、
国
家
が
市
民
社
会
に
対
し
て
実
体
化
さ

れ
、「
国
家
は
決
し
て
市
民
社
会
の
反
映
な
ど
で
は
な
く（

30
）

」「
国
家
は
経
済
な

い
し
市
民
社
会
に
從
属
す
る
ど
こ
ろ
か
本
来
一
つ
の
力
な
の
で
あ
る（

31
）

」
と
さ

れ
る
。
そ
れ
は
国
家
が
上
か
ら
市
民
社
会
を
規
定
す
る
こ
と
に
も
な
り
、
そ
し

国
家
と
市
民
社
会
の
現
代
理
論
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て
か
か
る
国
家
実
体
化
の
現
わ
れ
が
国
家
主
権
と
い
う
こ
と
だ
。「
例
え
ば
地

理
的
に
区
画
化
さ
れ
た
セ
ン
タ
ー
と
周
辺
を
も
っ
た
社
会
に
あ
っ
て
、
政
治
は

し
ば
し
ば
セ
ン
タ
ー
に
集
中
さ
れ
る
。
同
様
に
成
層
化
さ
れ
た
社
会
で
は
、
政

治
は
社
会
秩
序
の
頂
点
に
立
つ
主
権
的
権
力sovereign

pow
er

の
形
態
を
と

る
で
あ
ろ
う（

32
）

」。
だ
が
し
か
し
、
と
ジ
ェ
ソ
ッ
プ
は
次
の
如
く
反
論
す
る
。

「
現
代
の
機
能
的
に
分
化
し
た
諸
社
会
で
は
、
政
治
組
織
は
他
の
諸
組
織
の
中

で
の
（
空
間
的
に
分
散
し
て
い
る
）
ほ
ん
の
一
の
組
織
に
す
ぎ
ず
、
全
体
と
し

て
の
社
会
の
中
な
い
し
は
そ
の
上
に
立
つ
い
か
な
る
主
権
的
な
い
し
至
高
の
権

力
を
も
行
使
す
る
と
は
云
わ
れ
得
な
い（

33
）

」
と
。
こ
れ
は
市
民
社
会
バ
イ
ア
ス

的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
立
場
か
ら
す
る
多
元
的
国
家
論
つ
ま
り
国
家
の
部
分
性

、
、
、

の
主

張
そ
の
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
他
方
で
ジ
ェ
ソ
ッ
プ
は
「
近
代
社
会
で
は
政

治
組
織
が
効
果
的
な
至
高
に
し
て
主
権
的
な
権
力
を
振
う
こ
と
は
出
来
な
い
け

れ
ど
も
、
そ
れ
は
政
治
的
・
非
政
治
的
諸
勢
力
が
と
も
に
、
他
の
場
所
で
解
決

さ
れ
な
か
っ
た
社
会
的
諸
問
題
を
、
国
家
が
解
決
す
る
よ
う
要
求
す
る
の
を
止

め
さ
せ
る
こ
と
で
は
な
い（

34
）

」
と
も
云
う
。
し
か
し
こ
れ
は
一
体
何
で
あ
ろ
う

か
。
国
家
の
主
権
性
と
は
云
わ
な
い
ま
で
も
、
そ
れ
は
国
家
の
全
体
性

、
、
、

で
は
あ

ろ
う
。
で
は
こ
の
全
体
性
と
そ
の
前
の
多
元
的
国
家
論
で
の
国
家
の
部
分
性
と

は
い
か
な
る
関
係
に
あ
る
の
か
。
ジ
ェ
ソ
ッ
プ
自
身
は
こ
の
全
体
性
と
部
分
性

と
の
関
係
を
国
家
の
ジ
レ
ン
マd

ilem
m
a

と
か
パ
ラ
ド
ッ
ク
スp

arad
ox

と

か
と
呼
ん
で
い
る（

35
）

。
ジ
ェ
ソ
ッ
プ
国
家
論
の
弁
証
法
的
な
ら
ぬ
中
間
的
折
衷

性
の
い
わ
ば
典
型
、
象
徴
と
も
い
え
る
こ
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
説
は
、
だ
が
最
後

に
見
る
こ
と
に
し
て
先
に
進
み
た
い
。
今
は
た
だ
一
言
、「
完
全
な
分
析
は
、

国
家
の
組
織
・
利
益
の
調
査
並
び
に
社
会
経
済
的
グ
ル
ー
プ
の
組
織
・
利
益
の

詳
述
と
を
必
要
と
す
る
、
そ
し
て
、
国
家
と
社
会
的
行
為
者
と
の
対
立
的

con
flictin

g

関
係
の
み
な
ら
ず
両
者
の
相
補com

p
lem
en
tary

関
係
を
調
べ

る
こ
と
で
あ
る（

36
）

」
と
、
そ
れ
こ
そ
「
国
家
と
社
会
の
弁
証
法（

37
）

」
を
力
説
す
る

ス
コ
ッ
チ
ポ
ル
を
ば
、
ジ
ェ
ソ
ッ
プ
は
巷
間
の
通
説
ど
お
り
国
家
中
心
論
者
の

代
表
格
に
仕
立
て
て
い
る（

38
）

が
、
ジ
ェ
ソ
ッ
プ
の
狙
い
は
完
全
に
外
れ
て
い
る
。

ス
コ
ッ
チ
ポ
ル
の
こ
の
所
説
は
次
項
で
く
わ
し
く
扱
う
。

で
は
市
民
社
会
バ
イ
ア
ス
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
対
し
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

ジ
ェ
ソ
ッ
プ
は
国
家
バ
イ
ア
ス
的
ア
プ
ロ
ー
チ
よ
り
は
市
民
社
会
バ
イ
ア
ス
的

ア
プ
ロ
ー
チ
に
近
い
と
は
い
え
、
彼
が
マ
ル
ク
ス
主
義
的
な
市
民
社
会
バ
イ
ア

ス
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
属
す
る
と
は
い
え
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ジ
ェ
ソ
ッ
プ
は
プ
ー

ラ
ン
ザ
ス
に
も
依
然
盤
踞
し
て
い
た
経
済
主
義
を
否
定
し
（A

g
a
in
st

E
conom

ic
R
eductionism

（
38
）

）、
そ
れ
か
ら
自
由
だ
か
ら
で
あ
る
。
曰
く
、「
私

は
経
済
組
織
（
又
は
支
配
的
生
産
様
式
）
が
、
他
の
社
会
諸
関
係
の
形
態
・
機

能
な
い
し
イ
ン
パ
ク
ト
を
決
定
す
る
う
え
で
、
一
方
的
・
原
因
的
な
役
割
を
演

じ
得
る
必
然
的
特
性
を
有
し
て
い
る
と
は
信
じ
て
い
な
い
。
実
際
私
は
い
か
な

る
社
会
諸
関
係
の
組
織
も
そ
の
よ
う
な
特
性
を
持
ち
得
る
こ
と
を
否
定
す
る（

39
）

」

「
我
々
は
経
済
的
還
元
主
義
を
犯
す
こ
と
な
し
に
経
済
的
原
因
を
考
慮
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い（

40
）

」。「
私
は
可
能
な
因
果
的
メ
カ
ニ
ズ
ム
な
い
し
説
明
原
理
の

多
様
性m

u
ltip
licity

を
主
張
し
、
第
一
審
・
中
間
審
お
よ
び
最
終
審
に
お
け

る
経
済
的
決
定
の
特
権
性
を
拒
否
す
る
」（T

h
e
C
ap
italist

S
tate,

p
.228

）

と
。
た
だ
し
彼
は
経
済
還
元
主
義
を
マ
ル
ク
ス
主
義
の
宿
痾
と
は
見
て
い
な
い

よ
う
だ
。「
大
抵
の
非
マ
ル
ク
ス
主
義
社
会
科
学
者
達
は
経
済
還
元
主
義
論
を

も
と
よ
り
拒
絶
し
て
い
る
。
私
も
然
り
。So

do
I.

だ
が
、
私
は
マ
ル
ク
ス
主

義
の
論
法
を
放
棄
す
る
よ
り
も
む
し
ろ
、
こ
の
よ
う
な
還
元
主
義
を
含
む
必
要

は
マ
ル
ク
ス
主
義
に
は
無
い
と
い
う
こ
と
を
示
し
た
い（

41
）

」
と
云
う
。
つ
ま
り
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ジ
ェ
ソ
ッ
プ
は
経
済
主
義
を
伴
わ
な
い
マ
ル
ク
ス
主
義
が
可
能
と
考
え
て
い
る

の
で
あ
る
。
だ
か
ら
ま
た
マ
ル
ク
ス
主
義
を
市
民
社
会
バ
イ
ア
ス
的
ア
プ
ロ
ー

チ
に
は
含
め
て
は
い
な
い（

42
）

。
も
と
よ
り
そ
の
よ
う
に
云
う
の
は
ジ
ェ
ソ
ッ
プ

の
自
由
で
あ
る
。
し
か
し
私
は
マ
ル
ク
ス
主
義
と
経
済
還
元
主
義
と
は
不
離
の

関
係
に
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
例
え
ば
既
述
し
た
が
エ
ン
ゲ
ル
ス
主
導
の
唯
物

史
観
に
マ
ル
ク
ス
も
從
っ
た
と
す
る
廣
松
説
、
更
に
マ
ル
ク
ス
自
身
に
よ
る

『
資
本
論
』
に
お
け
る
「
不
払
の
剰
余
労
働
が
直
接
的
生
産
者
か
ら
汲
み
だ
さ

れ
る
独
自
な
経
済
的
形
態
は
、
支
配
＝
お
よ
び
隷
属
関
係
を
規
定
す
る
の
で
あ

る
が
、
こ
の
関
係
は
、
直
接
に
生
産
そ
の
も
の
か
ら
発
生
し
、
し
か
も
、
生
産

に
た
い
し
て
規
定
的
に
反
作
用
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
を
基
礎
と
し
て
、
生

産
諸
関
係
そ
の
も
の
か
ら
発
生
す
る
経
済
的
共
同
体
の
全
姿
容
が
定
ま
り
、
そ

れ
と
同
時
に
、
こ
う
し
た
共
同
体
の
独
自
な
政
治
的
姿
態
も
定
ま
る
。
生
産
諸

条
件
の
所
有
者
と
直
接
的
生
産
者
と
の
直
接
的
関
係
こ
そ
は
、
―
―
こ
の
関
係

の
そ
の
と
き
ど
き
の
形
態
は
、
つ
ね
に
自
然
的
に
、
労
働
の
仕
方
様
式
の
・
し

た
が
っ
て
労
働
の
社
会
的
生
産
力
の
・
一
定
の
発
展
的
段
階
に
照
応
す
る
の
で

あ
る
が
、
―
―
つ
ね
に
、
そ
こ
に
わ
れ
わ
れ
が
全
社
会
的
構
造
の
、
し
た
が
っ

て
ま
た
、
主
権
＝
お
よ
び
従
属
関
係
の
政
治
的
形
態
の
、
要
す
る
に
そ
の
と
き

ど
き
の
独
自
な
国
家
形
態
の
、
い
ち
ば
ん
奥
の
秘
密
、
か
く
さ
れ
た
基
礎
、
を

見
い
だ
す
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
」（
前
掲
『
資
本
論
』
④
、
二
七
九
頁
）、
と

の
叙
述
を
見
ら
れ
た
い
。
從
っ
て
経
済
主
義
を
厳
し
く
批
判
す
る
以
上
、
ジ
ェ

ソ
ッ
プ
の
立
脚
点
は
基
本
的
に
マ
ル
ク
ス
主
義
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
の

だ
。
ジ
ェ
ソ
ッ
プ
自
身
が
い
く
ら
自
分
は
マ
ル
ク
ス
主
義
者
で
あ
り
、
マ
ル
ク

ス
主
義
国
家
論
の
発
展
を
志
向
す
る
と
口
に
し
て
も
。
上
述
の
故
に
ジ
ェ
ソ
ッ

プ
は
市
民
社
会
バ
イ
ア
ス
的
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
は
離
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

か
く
て
国
家
バ
イ
ア
ス
的
ア
プ
ロ
ー
チ
で
も
市
民
社
会
バ
イ
ア
ス
的
ア
プ
ロ

ー
チ
で
も
な
く
、
先
の
引
用
に
も
あ
っ
た
「
国
家
と
社
会
の
ど
ち
ら
が
第
一
義

的
か
と
論
ず
る
よ
う
要
求
す
る
偽
り
の
ジ
レ
ン
マ
を
拒
否
す
べ
き（

43
）

」
と
考
え

る
ジ
ェ
ソ
ッ
プ
は
、
第
三
の
道
を
提
唱
す
る
。
す
な
わ
ち
曰
く
、「
論
争
目
的

の
た
め
に
単
純
に
ど
ち
ら
か
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
強
調
す
る
よ
り
も
、
国
家
中
心

ア
プ
ロ
ー
チ
と
社
会
中
心
ア
プ
ロ
ー
チ
と
の
二
分
法
を
超
え
て
行
く
方
が
確
か

に
ベ
タ
ー
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
こ
の
二
分
法
を
超
越tran

scen
d

し
よ
う
と
し

て
二
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
た
だ
合
併
す
るcom

b
in
e

だ
け
で
は
不
十
分
で
あ

り
、
そ
れ
は
全
批
判
の
基
礎
に
あ
る
間
違
っ
た
二
分
法
を
単
に
再
生
産
し
再
強

化
す
る
だ
け
と
な
る
だ
ろ
う（

44
）

」
と
。
そ
の
言
や
良
し
。
だ
が
し
か
し
、
彼
は

こ
れ
を
次
の
如
く
物
理
学
に
お
け
る
光
波
と
粒
子
と
の
関
係
に
譬
え
る
。「
一

連
の
現
象
に
と
っ
て
光
波
の
理
論
が
ヨ
リ
適
切
で
分
り
易
く
、
他
の
現
象
に
と

っ
て
は
粒
子
の
理
論
が
ベ
タ
ー
で
あ
る
。
だ
が
ま
た
ど
っ
ち
の
理
論
の
立
場
か

ら
も
す
べ
て
う
ま
く
説
明
出
来
る
現
象
も
あ
る
。
国
家
中
心
理
論
と
社
会
中
心

理
論
と
の
間
の
論
争
に
も
何
か
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
あ
て
は
ま
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
…
…
…
別
々
の
組
織
は
お
互
い
か
ら
完
全
に
分
離
出
来
ず
様
々
な
点
で

オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
し
て
い
る
か
ら
、
一
つ
の
組
織
の
諸
側
面
が
、
主
と
し
て
他

の
組
織
に
関
す
る
理
論
に
概
念
的
に
統
合
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
得
る
。
…
…
…

国
家
主
義
理
論
と
社
会
中
心
理
論
と
の
い
ず
れ
も
、
そ
の
ど
ち
ら
か
が
主
な
説

明
の
重
み
を
担
い
、
他
は
補
足
的
役
割
を
演
じ
得
る
こ
と
と
な
る（

45
）

」
と
。
自

然
科
学
の
物
理
学
の
こ
と
は
と
も
か
く
、
社
会
科
学
の
政
治
学
・
国
家
論
に
関

し
て
は
、
こ
れ
は
正
に
、
国
家
と
市
民
社
会
と
の
弁
証
法
的
関
係
に
お
け
る
一

つ
の
重
要
な
モ
メ
ン
ト
た
る
矛
盾
・
対
立
面
を
脱
落
し
、
も
う
一
つ
の
モ
メ
ン

ト
の
相
互
依
存
・
相
互
滲
透
面
の
み
を
浮
上
せ
し
め
る
、
国
家
と
社
会
と
の
折

国
家
と
市
民
社
会
の
現
代
理
論
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衷
論
、
中
間
説
そ
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
で
は
そ
こ
か
ら
出
て
く
る
国
家
の
有
り

様
如
何
。
こ
れ
が
次
の
問
題
と
な
る
。

﹇
国
家
の
定
義
な
ら
ぬ
国
家
の
ガ
イ
ド
・
ラ
イ
ン
﹈「
国
家
を
分
析
す
る
際

に
直
面
す
る
一
番
最
も
難
し
い
の
は
国
家
の
定
義
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
国
家

はcom
p
lex

つ
ま
り
色
々
な
要
素
か
ら
成
る
現
象
で
あ
っ
て
、
一
つ
の
理
論

や
理
論
的
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
で
は
、
そ
の
複
雑
さ
を
十
分
に
は
捕
捉
し
説
明

し
難
い
か
ら
で
あ
る
。
諸
国
家
と
国
家
の
相
互
組
織
と
は
、
変
化
す
る
標
的

m
oving

target

な
の
だ（

46
）

。
そ
の
複
雑
な
発
展
の
論
理
の
故
に
。
ま
た
、
諸
国

家
と
国
家
組
織
を
変
化
さ
せ
よ
う
と
す
る
不
断
の
試
み
自
体
の
足
跡
を
順
に
そ

れ
ら
の
形
態
、
機
能
や
活
動
の
上
に
残
す
が
故
に（

46
）

」。
最
近
作
の
開
巻
冒
頭
で

ジ
ェ
ソ
ッ
プ
は
こ
の
よ
う
に
宣
べ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
複
雑
性
は
先
に
も
触

れ
た
、
国
家
の
全
体
性
と
部
分
性
と
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
に
窮
ま
る
と
い
う
。
こ

の
逆
説
に
関
し
て
は
宿
題
と
し
て
最
終
部
分
に
残
し
て
お
き
、
そ
の
前
に
そ
こ

に
至
る
プ
ロ
セ
ス
を
辿
る
こ
と
に
し
よ
う
。
な
る
ほ
ど
国
家
と
は
何
か
を
規
定

す
る
こ
と
は
誰
に
せ
よ
必
ず
し
も
容
易
で
は
な
い
し
、
国
家
自
体
単
純
で
も
な

く
複
雑
で
も
あ
る
。
し
か
し
国
家
だ
け
が
特
別
に
難
し
く
国
家
だ
け
が
複
雑
な

の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
ジ
ェ
ソ
ッ
プ
は
一
つ
の
理
論
だ
け
で
は
国
家
（
の
複
雑

性
）
を
説
明
出
来
な
い
と
も
云
う
が
、
果
し
て
そ
う
で
あ
ろ
う
か
。
む
し
ろ
国

家
を
ヨ
リ
複
雑
な
も
の
に
し
て
い
る
の
は
、
そ
も
そ
も
国
家
バ
イ
ア
ス
的
ア
プ

ロ
ー
チ
と
市
民
社
会
バ
イ
ア
ス
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
の
い
ず
れ
に
も
片
寄
ら
ず
、

双
方
を
両
立
さ
せ
よ
う
と
す
る
ジ
ェ
ソ
ッ
プ
特
有
の
折
衷
的
方
法
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

プ
ー
ラ
ン
ザ
ス
は
国
家
論
の
的
を
国
家
一
般
論
で
は
な
く
、
特
殊
近
代
資
本

主
義
国
家
一
本
に
絞
っ
た
こ
と
は
先
に
述
べ
た
。
ジ
ェ
ソ
ッ
プ
も
そ
の
線
で
こ

う
云
っ
て
い
る
。「
私
の
出
発
点
は
、
普
遍
的im

p
erson

al

に
し
て
形
の
上
で

は
階
級
中
立
的
な
、
暴
力
の
合
憲
的
独
占
を
有
す
る
公
的
権
威
と
し
て
の
、
近

代
国
家
の
特
殊
性
で
あ
っ
た（

47
）

」
と
。
こ
の
点
両
人
は
全
く
同
じ
。
た
だ
、
プ

ー
ラ
ン
ザ
ス
は
階
級
国
家
と
し
て
の
資
本
主
義
国
家
に
、
制
度
的
に
も
全
人
民

が
ブ
ル
ジ
ョ
ア
階
級
に
属
す
る
か
の
如
き
階
級
国
家
だ
と
、
私
に
云
わ
せ
れ
ば

混
乱
と
で
も
い
う
べ
き
定
義
を
与
え
て
い
た（

48
）

。
た
だ
混
乱
と
は
い
え
そ
の
定

義
は
硬
く
定
ま
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
ジ
ェ
ソ
ッ
プ
は
大
い
に
異
な
る
。
曰
く
、

「
私
は
理
論
な
る
も
の
を
、
用
語
の
い
か
な
る
強
固
な
意
味an

y
stron

g

sen
se
of
term

s

に
お
い
て
も
考
え
よ
う
と
は
し
な
い
。『
強
固
』
な
理
論
と

は
、
単
一
の
セ
ッ
ト
か
ら
な
る
因
果
的
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
立
場
か
ら
す
る
、
統
一

的
な
国
家
論
を
与
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
所
与
の
局
面
に
お

け
る
、
国
家
の
制
度
的
・
機
能
的
特
徴
の
す
べ
て
を
説
明
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
こ
の
世
の
最
上
の
意
志
を
も
っ
て
し
て
も
、
そ
の
よ
う
な

強
固
な
理
論
は
構
築
さ
れ
得
な
い
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
す
べ
て
歴
史
的
特
殊

性
を
も
つ
国
民
国
家
の
如
き
極
め
て
複
雑com

p
lex

な
存
在
に
つ
い
て
、
た

だ
一
つ
の
包
括
的
な
理
論
を
展
開
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
方
法
的
に
全
く
不
可

能
だ
か
ら
で
あ
る
。
本
当
の
問
題
は
、
満
足
す
べ
き
『
弱
意
』w

eak

の
理
論

が
存
在
し
な
い
こ
と
を
ど
う
説
明
す
る
か
で
あ
る
。
弱
意
の
理
論
と
は
、
す
べ

て
を
決
定
主
義
的
方
法
で
説
明
す
る
の
で
は
な
く
、
マ
ル
ク
ス
主
義
的
分
析
の

根
底
に
あ
る
で
あ
ろ
う
、
一
連
の
有
益
な
ガ
イ
ド
・
ラ
イ
ン
乃
至
オ
リ
エ
ン
テ

ー
シ
ョ
ンg

u
id
elin
es
or
orien

tation
s

と
私
は
理
解
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、

そ
の
様
々
な
影
響
力
の
範
囲
内
で
近
代
国
家
お
よ
び
国
家
権
力
に
よ
っ
て
形
成

さ
れ
る
、『
多
様
な
決
定
因
の
複
雑
な
シ
ン
テ
ー
ゼ
』
を
、
共
に
実
現
す
る
最

も
重
要
な
諸
要
素
の
方
向
に
我
々
の
注
意
を
向
け
さ
せ
る
で
あ
ろ
う（

49
）

」
と
。
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師
プ
ー
ラ
ン
ザ
ス
に
似
て
か
些
か
晦
澁
な
云
い
ま
わ
し
で
は
あ
る
。
要
は
、
あ

ら
ゆ
る
ア
プ
リ
オ
リ
的
な
本
質
主
義
に
対
す
る
強
い
拒
否
で
あ
る（

50
）

。
加
之
ジ

ェ
ソ
ッ
プ
自
身
は
そ
う
で
は
な
い
に
し
て
も
、
そ
こ
に
は
国
家
そ
の
も
の
乃
至

国
家
な
る
も
の
へ
の
懐
疑
も
そ
こ
は
か
と
な
く
滲
ん
で
い
る
よ
う
に
も
見
受
け

ら
れ
る（

51
）

。

な
る
ほ
ど
現
実
に
存
在
し
て
い
る
の
は
抽
象
的
な
国
家
一
般
で
は
な
く
個
々

の
具
体
的
な
国
家
で
あ
る
。
そ
れ
は
云
う
も
お
ろ
か
で
あ
る
。
し
か
し
問
題
は

こ
れ
を
い
か
に
政
治
学
的
に
把
握
し
解
明
す
る
か
の
方
法
で
あ
る
。
こ
れ
に
関

し
て
私
は
旧
著
『
マ
ル
ク
ス
主
義
政
治
学
序
説
』（
一
九
六
四
年
、
三
一
書
房

一
四
八
―
一
五
〇
頁
）
の
中
で
、
下
向
・
上
向
の
弁
証
法
を
次
の
如
く
述
べ
た
。

「
わ
れ
わ
れ
の
前
に
経
験
的
に
与
え
ら
れ
た
政
治
―
―
そ
れ
は
、
マ
ル
ク
ス

主
義
政
治
学
の
不
断
の
前
提
、そ
の
出
発
点
で
あ
る
と
同
時
に
帰
着
点
で
あ
り
、

マ
ル
ク
ス
主
義
政
治
学
は
一
瞬
も
そ
こ
か
ら
離
れ
て
は
な
ら
な
い
の
だ
が
―
―

は
、
つ
ね
に
『
全
体
の
混
沌
と
し
た
表
象（

52
）

』
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、

科
学
と
し
て
の
マ
ル
ク
ス
主
義
政
治
学
は
、
こ
れ
を
概
念
的
に
把
握
す
る
た
め

に
、
ま
ず
こ
れ
を
分
析
、
解
剖
し
、
も
っ
と
も
具
体
的
な
も
の
か
ら
し
だ
い
に

抽
象
的
な
も
の
、
現
象
を
貫
ぬ
く
法
則
的
な
る
も
の
の
探
究
に
下
向
し
て
い
か

ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
さ
い
、
自
然
科
学
に
お
け
る
顕
微
鏡
や
化
学
的
試
薬
や

望
遠
鏡
に
匹
敵
し
う
る
も
の
は
、
人
間
の
抽
象
力
だ
け
で
あ
る（

53
）

。

（
中
略
）

マ
ル
ク
ス
主
義
政
治
学
は
、
政
治
現
象
と
し
て
の
も
っ
と
も
具
体
的
な
も
の

か
ら
、
政
治
法
則
と
し
て
の
も
っ
と
も
抽
象
的
本
質
的
な
る
も
の
に
下
向
す
る

認
識
過
程
を
不
可
欠
と
す
る
。
…
…
…

一
た
び
下
向
が
完
了
す
る
や
、
今
度
は
ふ
た
た
び
、
抽
象
的
な
も
の
か
ら
具

体
的
な
も
の
に
上
向
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
も
っ
と
も
具
体
的
な
政
治
現

象
の
概
念
的
把
握
こ
そ
が
政
治
学
の
課
題
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
こ
そ

ま
ず
認
識
過
程
と
し
て
の
下
向
的
分
析
も
な
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
と
ど

ま
っ
て
い
て
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
政
治
学
は
、
現
実
的
な
学
と
し
て
成
立
し
な

い
。
そ
れ
が
現
実
的
な
学
と
し
て
成
立
す
る
た
め
に
は
、
下
向
に
お
い
て
発
見
、

定
立
さ
れ
た
普
遍
本
質
的
な
政
治
法
則
を
政
治
学
的
思
惟
の
始
元
・
そ
の
学
的

出
発
点
と
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
も
っ
と
も
具
体
的
現
実
的
な
も
の
を
、
特
殊
段

階
論
を
媒
介
と
す
る
個
別
現
実
論
と
し
て
論
理
的
に
再
生
産
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
あ
る（

54
）

。
現
象
と
本
質
と
が
一
致
す
る
な
ら
ば
科
学
は
不、
要
で
あ
る

が
、
現
象
を
解
明
で
き
な
い
本
質
を
ふ
り
ま
わ
す
「
科
学
」
は
無、
用
で
あ
る
。

そ
れ
は
人
び
と
の
政
治
常
識
に
も
説
得
性
を
も
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
い
な
、
科

学
と
し
て
の
政
治
学
は
科
学
的
な
政
治
評
論
に
ま
で
具
体
化
し
、
そ
れ
に
よ
っ

て
人
び
と
の
日
常
の
政
治
意
識
に
訴
え
ね
ば
な
ら
な
い
の
だ
。
す
べ
て
の
人
が

政
治
学
者
と
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
高
度
な
政
治
学
理
論
と
民
衆
の
日
常
性
の

政
治
意
識
と
の
結
合
、そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
も
っ
と
も
大
切
で
あ
る
。

で
な
く
し
て
、
な
ん
の
マ
ル
ク
ス
主
義
政
治
学
で
あ
ろ
う
か
。
だ
が
そ
こ
に
お

い
て
は
、
日
常
政
治
現
象
は
、
も
は
や
『
混
沌
と
し
た
表
象
』
と
し
て
で
は
な

く
、『
多
く
の
諸
規
定
の
総
括
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
多
様
な
も
の
の
統
一
で

あ
る（

55
）

』。
こ
の
上
向
と
し
て
の
綜
合
過
程
こ
そ
、
政
治
存
在
論
と
し
て
の
政
治

科
学
が
、
開
か
れ
た
学
的
体
系
と
し
て
展
開
さ
れ
る
場
で
あ
り
、
体
系
的
マ
ル

ク
ス
主
義
政
治
学
は
そ
の
叙
述
形
態
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

だ
が
、
そ
れ
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
主
義
的
な
、
何
か
で
き
上
が
っ
た
教
条
、
固
定

化
し
た
論
理
か
ら
の
演
繹
主
義
で
は
な
い
。
上
向
す
る
学
的
体
系
の
展
開
は
、

不
断
に
、
発
展
す
る
現
実
政
治
と
そ
の
下
向
的
分
析
と
に
支
え
ら
れ
て
い
る
の

国
家
と
市
民
社
会
の
現
代
理
論

一
〇

（8）
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で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
知
ら
な
い
者
に
と
っ
て
だ
け
、『
一
見
そ
れ
は
ア
プ
リ
オ

リ
に
構
成
さ
れ
た
も
の
を
取
扱
う
よ
う
に
見
え
る（

56
）

』
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
は
、

近
代
政
治
学
に
お
け
る
、帰
納
主
義
と
演
繹
主
義
と
の
分
裂
の
止
揚
と
し
て
の
、

帰
納
即
演
繹
と
し
て
の
弁
証
法
的
統
一
で
あ
る
。

か
く
て
、
学
的
体
系
の
始
元
は
認
識
下
向
の
終
点
で
あ
り
、
認
識
下
向
の
端

緒
は
学
的
体
系
の
終
点
と
な
る
。
政
治
学
的
真
理
は
じ
つ
に
こ
の
両
者
の
統
一

の
な
か
に
こ
そ
あ
る
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
い
か
な
る
天
才
的
認
識
力
を
も

っ
て
し
て
も
、
そ
れ
は
一
回
き
り
で
終
わ
る
絶
対
的
真
理
と
い
う
も
の
で
は
あ

り
得
な
い
。
そ
れ
自
体
、
つ
ね
に
相
対
的
真
理
と
し
て
、
無
限
に
絶
対
的
真
理

に
近
接
す
る
政
治
的
思
惟
の
、
螺
旋
的
発
展
の
一
階
梯
を
な
す
に
す
ぎ
な
い
の

で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
自
身
の
政
治
的
認
識
と
い
え
ど
も
、
も
と
よ
り
こ
の
例
外

で
は
な
い
。
マ
ル
ク
ス
か
ら
現
代
の
わ
れ
わ
れ
へ
、
さ
ら
に
未
来
の
世
代
へ
と
、

マ
ル
ク
ス
主
義
政
治
認
識
は
発
展
深
化
し
て
ゆ
く
の
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
は
こ

こ
で
方
法
論
的
に
こ
れ
を
は
っ
き
り
認
識
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
の
意
味

で
は
、
わ
れ
わ
れ
の
マ
ル
ク
ス
主
義
政
治
学
は
、
マ
ル
ク
ス
的
で
あ
っ
て
も
、

マ
ル
ク
ス
教
条
主
義
的

、
、
、
、
、

で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。」
私
は
今
も
こ
の
方
法
論
を

堅
持
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
た
だ
一
点
「
マ
ル
ク
ス
主
義
」
の
「
主
義
、
、

」
を
除

け
ば
。
正
し
く
は
「
マ
ル
ク
ス
政
治
学
」
で
あ
る
。
次
頁
参
照

で
は
ジ
ェ
ソ
ッ
プ
は
ど
う
か
。
曰
く
、「
国
家
と
は
、
た
や
す
く
明
快
且
つ

曖
昧
な
ら
ざ
る
定
義
に
委
ね
ら
れ
る
抽
象
的
・
形
式
的
対
象
の
タ
イ
プ
で
は
な

い
。
ま
た
そ
れ
は
政
治
な
い
し
社
会
化
に
つ
い
て
の
一
般
理
論
の
出
発
点
に
適

し
た
も
の
で
も
な
い
。
マ
ル
ク
ス
が
読
者
を
『
資
本
論
』
に
誘
う
べ
く
意
図
し

た
方
法
論
的
注
意
で
用
い
た
言
葉
で
は
、
国
家
は
『
現
実
的
―
具
体
的
』
な
対

象
で
あ
る
。
そ
れ
は
『
多
様
な
諸
規
定
の
具
体
的
綜
合
』
を
通
し
て
形
成
さ
れ

る
。
だ
か
ら
国
家
の
理
論
家
連
が
、
国
家
の
一
度
き
り
で
最
終
的
な
抽
象
的
・

形
式
的
な
諸
特
徴
を
明
記
す
る
定
義
を
提
供
す
る
の
は
適
切
で
は
な
い
。
そ
う

で
は
な
く
、
抽
象
か
ら
具
体
へ
、
単
純
か
ら
複
雑
へ
の
着
実
な
螺
線
運
動
を
介

し
て
、
形
態
被
規
定
的
社
会
関
係
と
し
て
の
国
家
理
解
を
、
徐
々
に
作
り
上
げ

て
い
く
の
が
彼
ら
の
仕
事
な
の
だ
。
こ
の
運
動
に
は
不
可
避
的
に
終
点
は
あ
り

得
な
い
。
ど
ん
な
説
明
も
常
に
ヨ
リ
具
体
的
、
ヨ
リ
複
雑
に
す
る
の
は
可
能
で

あ
ろ
う
。
そ
し
て
理
論
的
諸
規
定
に
お
け
る
絶
え
ず
豊
富
と
な
る
国
家
分
析
へ

と
向
う
こ
の
前
進
的
運
動
と
し
て
、
そ
の
結
果
も
以
前
の
仮
説
も
原
則
も
ま
た

概
念
も
、
不
断
に
再
定
義
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ど
ん
な
に
最
高
度
に
抽

象
的
な
出
発
点
で
も
、
抽
象
的
で
単
一
な
国
家
諸
論
か
ら
、
具
体
的
・
複
雑
な

分
析
へ
の
運
動
の
な
か
で
、
修
正
さ
れ
ず
に
残
る
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る（

57
）

」

と
。
こ
こ
で
ジ
ェ
ソ
ッ
プ
も
自
ら
の
方
法
論
を
語
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
一
見
具

体
か
ら
抽
象
へ
の
帰
納
主
義
を
排
し
て
、
抽
象
か
ら
具
体
へ
の
演
繹
主
義
を
採

る
か
に
見
え
る
が
さ
に
非
ず
、
全
く
そ
の
い
ず
れ
で
も
な
く
、
た
だ
た
だ
抽
象

か
ら
具
体
へ
の
上
向
を
一
方
的
に
説
く
の
み
で
あ
る
。
肝
心
の
具
体
か
ら
抽
象

へ
の
下
向
分
析
は
欠
如
し
た
ま
ま
に
。
し
か
も
抽
象
的
規
定
を
一
切
採
ら
な
い

の
か
と
思
え
ば
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
く
、
な
ん
ら
か
の
類
の
抽
象
的
規
定
は

必
要
な
の
だ
。
そ
れ
が
強
いstrong

定
義
で
は
な
く
そ
れ
に
代
る
弱
意w

eak

の
理
論
た
る
前
記
ジ
ェ
ソ
ッ
プ
の
所
謂
ガ
イ
ド
・
ラ
イ
ン
や
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
こ
そ
は
具
体
と
抽
象
と
の
、
下
向
と
上
向
と

の
マ
ル
ク
ス
弁
証
法
的
統
一
な
ら
ぬ
、
ジ
ェ
ソ
ッ
プ
の
折
衷
的
方
法
の
産
物
に

外
な
ら
な
い
。

ジ
ェ
ソ
ッ
プ
は
こ
れ
ま
で
の
彼
の
所
論
を
踏
ま
え
て
、
こ
の
ガ
イ
ド
・
ラ
イ

ン
を
国
家
の
予
備
的
定
義P

relim
inary

D
efinition

of
the
State （

58
）

と
敢
え
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て
予
備
的
と
の
限
定
を
付
し
て
い
る
。
だ
が
予
備
的
と
は
い
え
そ
れ
は
合
理
的

抽
象ration

al
ab
straction （

59
）

の
言
葉
と
し
て
一
応
の
定
義
で
は
あ
る
。
そ
し

て
そ
の
ガ
イ
ド
・
ラ
イ
ン
に
曰
く
、「
国
家
機
構state

apparatus

の
中
核
は
、

諸
制
度
と
諸
機
関
と
の
独
特
な
ア
ン
サ
ン
ブ
ルa

d
istin

ct
en
sem
b
le
of

in
stitu

tion
s
an
d
org
an
ization

s

で
あ
る
と
定
義
づ
け
ら
れ
得
る
。
そ
の
社

会
的
に
受
容
さ
れ
た
機
能
は
、
人
民
の
共
通
利
益
な
い
し
一
般
意
志
の
名
に
お

い
て
、
所
与
の
住
民
に
対
す
る
共
同
の
拘
束
的
決
定
を
定
め
ま
た
こ
れ
を
強
制

す
る
こ
と
で
あ
る（

60
）

」
と
。
み
ら
れ
る
よ
う
に
こ
こ
で
は
広
く
、
制
度
と
し
て

の
国
家
の
面
、
そ
れ
と
社
会
と
の
関
係
の
面
、
こ
の
国
家
と
社
会
と
の
両
面
の

重
要
な
連
結im

p
ortan

t
lin
k
s （

61
）

に
お
い
て
国
家
の
定
義
づ
け
が
行
わ
れ
て
い

る
。
前
述
し
た
正
に
折
衷
的
方
法
通
り
に
。
彼
は
更
に
こ
れ
に
六
つ
の
条
件
を

敷
衍
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
ら
は
、
国
家
と
社
会
と
の
ち
ょ
っ
と
入
り
組
ん

だ
関
係
や
国
家
に
お
け
る
強
制
・
暴
力
の
有
効
性（

62
）

や
国
家
に
つ
い
て
の
論
説

の
重
要
性
に
関
す
る
も
の
を
い
わ
ば
ア
ト
ラ
ン
ダ
ム
に
挙
げ
た
だ
け
の
も
の
と

み
ら
れ
、
こ
れ
ら
だ
け
を
殊
更
に
附
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う

か
。
た
だ
最
後
六
番
目
に
人
民
の
共
通
利
益
に
触
れ
、
特
殊
利
益
を
す
べ
て
包

摂
出
来
る
一
般
利
益
な
ど
は
存
在
せ
ず
、
一
般
意
志
、
共
通
利
益
は
常
に
幻
想

illu
sion
al

で
あ
る
、
な
ぜ
な
ら
、
そ
こ
か
ら
除
外
さ
れ
た
人
々
を
犠
牲
に
し
、

そ
れ
に
与
る
人
々
の
利
益
の
み
を
計
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
生
ず
る
矛
盾
や
危
険

な
傾
向
を
排
除
す
る
の
が
、
政
略
的
選
択
の
地
平strateg

ically
selectiv

e

terrain （
63
）

と
し
て
の
国
家
の
基
本
的
な
仕
事key

statal
task （

64
）

で
あ
る
か
ら
と

し
て
い
る
。
重
要
な
指
摘
で
あ
り
、
こ
れ
は
む
し
ろ
予
備
的
定
義
と
し
て
の
ガ

イ
ド
・
ラ
イ
ン
の
中
に
入
れ
る
べ
き
で
は
な
か
っ
た
の
か
。
し
か
し
先
の
ガ
イ

ド
・
ラ
イ
ン
自
体
は
一
見
し
て
か
な
り
一
般
的
常
識
的
で
陳
腐
で
あ
る
と
い
え

ば
云
い
過
ぎ
で
あ
ろ
う
か
。
だ
か
ら
六
つ
の
条
件
も
つ
け
加
え
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
し
た
く
も
な
る
。
そ
れ
よ
り
私
は
ジ
ェ
ソ
ッ
プ
が

国
家state

と
国
家
機
構state

ap
p
aratu

s

と
を
な
ん
ら
区
別
せ
ず
す
べ
て

同
一
の
も
の
と
し
て
い
る
一
事
に
注
意
を
向
け
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
れ
は
さ
き

の
政
略
的
選
択
の
地
平
と
し
て
の
国
家
と
い
う
指
摘
と
も
関
連
す
る
（
こ
れ
に

つ
い
て
は
後
述
）
。
も
と
も
と
国
家
を
制
度
的
ア
ン
サ
ン
ブ
ルin

stitu
te

en
sem
b
le

、
一
組
の
制
度a

set
of
in
stitu

tion
s

と
解
す
る
の
は
ジ
ェ
ソ
ッ

プ
に
お
い
て
最
初
か
ら
の
も
の
で
あ
っ
た（

65
）

。
こ
の
国
家
＝
制
度
説

institutional
definition

of
the
state

（State
T
heory,p.117

）
は
、
国
家

バ
イ
ア
ス
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
国
家
＝
主
体
説
と
市
民
社
会
バ
イ
ア
ス
的
ア
プ
ロ

ー
チ
の
国
家
＝
道
具
説
と
の
中
間
に
位
す
る
が
、
国
家
と
政
府
と
の
関
係
の
問

題
と
し
て
次
の
〈
政
略
的
―
関
係
的
ア
プ
ロ
ー
チ
〉
で
扱
う
。

ジ
ェ
ソ
ッ
プ
の
国
家
権
力
論
は
ど
う
か
。
曰
く
、
「
国
家
権
力sta

te

p
ow
er

は
た
だ
関
係
的
に
の
み
評
価
し
得
る
。
国
家
自
体
は
権
力
を
も
た
な

い
。
国
家
は
単
に
制
度
的
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
で
あ
る
に
す
ぎ
ず
、
た
だ
一
組
の
制

度
上
の
能
力
と
国
家
権
力
を
介
し
た
義
務
を
持
つ
の
み
で
あ
る
。国
家
権
力
は
、

国
家
の
中
で
又
国
家
を
通
し
て
、
行
動
す
る
諸
勢
力
の
権
力

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

（
傍
点
―
柴
田
）

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
勢
力
は
階
級
的
諸
勢
力
だ
け
で
は
な
く
国
家
管
理
層
も
、

地
域
的
利
害
の
み
な
ら
ず
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
グ
ル
ー
プ
等
を
も
含
む
。
国
家
権
力

は
ま
た
、
国
家
の
干
渉
に
抗
す
る
―
―
直
接
的
か
国
家
か
ら
一
定
の
距
離
を
お

い
て
か
―
―
抵
抗
の
形
態
と
性
質
に
も
依
存
し
て
い
る（

66
）

」
と
。
既
述
し
た
如
く

プ
ー
ラ
ン
ザ
ス
も
、
国
家
は
政
治
権
力
行
使
の
セ
ン
タ
ー
で
は
あ
る
が
自
ら
の

権
力
は
持
た
ず
、
権
力
を
有
す
る
の
は
社
会
諸
階
級
で
あ
る
と
し
て
い
た
が
、

ジ
ェ
ソ
ッ
プ
の
議
論
も
そ
の
流
れ
の
中
に
在
り
、
な
か
な
か
分
り
に
く
い
。
と

国
家
と
市
民
社
会
の
現
代
理
論

一
二
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い
う
の
は
一
般
に
国
家
権
力
と
い
え
ば
普
通
、
国
家
の
権
力
な
い
し
国
家
イ
コ

ー
ル
権
力
と
考
え
ら
れ
る
が
、
ジ
ェ
ソ
ッ
プ
の
場
合
は
全
く
そ
う
で
は
な
い
。

見
ら
れ
た
よ
う
に
彼
は
「
国
家
権
力
は
国
家
の
中
で
又
国
家
を
通
し
て
行
動
す

る
諸
勢
力
の
権
力
で
あ
る
。th

e
p
ow
er
of
state

is
th
e
p
ow
er
of
th
e

forces
acting

in
and

through
the
state.

」
と
断
じ
て
い
る
。
く
ど
い
が

も
う
一
度
国
家
権
力
は
彼
に
お
い
て
国
家
の
権
力
で
は
な
く
行
動
す
る
諸
勢
力

の
権
力
な
の
だ
。
つ
ま
り
そ
れ
ら
諸
勢
力
が
、
国
家
の
中
で
あ
る
い
は
国
家
を

介
し
て
、
換
言
す
れ
ば
た
だ
国
家
と
い
う
制
度
の
場
に
お
い
て
行
使
す
る
権
力

な
る
が
故
に
、
国
家
権
力
と
稱
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
ジ
ェ
ソ
ッ
プ
に
お

け
る
国
家
権
力
の
関
係
的
把
握
で
あ
る
。
国
家
権
力
の
関
係
性
を
指
摘
す
る
の

は
良
い
。
だ
が
こ
れ
で
は
、
関
係
主
義
、
、

的
把
握
と
な
り
行
き
過
ぎ
で
あ
ろ
う
。

ま
た
国
家
＝
主
体
説
を
批
判
す
る
あ
ま
り
国
家
権
力
の
実
体
面
が
全
く
省
ら
れ

て
い
な
い
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

そ
こ
で
の
国
家
権
力
と
階
級
権
力
と
の
関
係
は
ど
う
か
。
彼
は
国
家
権
力
と

階
級
権
力
と
を
峻
別
す
る
こ
と
を
拒
否
す
る（

67
）

。
と
い
っ
て
こ
の
両
者
を
全
く

区
別
せ
ず
に
国
家
権
力
を
階
級
権
力
に
還
元
し
て
し
ま
う
の
に
も
反
対
で
あ

る
。
国
家
＝
主
体
説
と
国
家
＝
道
具
説
、
こ
の
対
立
す
る
双
方
へ
の
彼
の
反
対

の
立
場
か
ら
当
然
で
あ
ろ
う
。
彼
は
時
に
政
治
的
階
級
支
配
と
し
て
の
国
家
機

構the
state

apparatus
as
a
system

of
political

class
dom
ination （

68
）

と

い
う
用
語
も
用
い
て
い
る
が
、
一
般
に
国
家
の
階
級
的
支
配
面
と
国
家
の
人
民

的
支
配
面
と
は
矛
盾
せ
ず
、
両
者
は
双
生
児
的
決
定th

e
tw
in
d
eterm

in
a-

tion
of
the
state

as
class

and
as
popular

dom
ination （

69
）

に
あ
る
と
し
て

い
る
。
そ
し
て
階
級
権
力
は
国
家
権
力
を
構
成
す
る
重
要
な
一
要
素
で
は
あ
る

が
、
人
民
的
支
配
と
し
て
の
国
家
の
面
に
比
し
て
そ
れ
は
し
ば
し
ば
從
属
的

secon
d
ary

で
あ
り
得
る（

70
）

と
い
う
。
そ
し
て
資
本
主
義
社
会
に
お
け
る
国
家

の
す
べ
て
が
資
本
主
義
国
家
で
は
な
い
と
し
、「
資
本
主
義
社
会
に
お
け
る
国

家
は
、
明
白
か
つ
一
般
に
資
本
に
有
益
で
あ
る
と
示
唆
す
る
試
み
は
一
切
無
効

（Jessop
B
.:T
he
C
apitalist

State,p.226

）」
で
あ
り
、「
国
家
権
力
は
、
そ

れ
が
与
え
ら
れ
た
状
況
の
中
で
資
本
蓄
積
の
た
め
に
必
要
な
諸
条
件
を
創
造
し

維
持
し
或
は
回
復
す
る
程
度
に
応
じ
て
資
本
主
義
的
な
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら

の
諸
条
件
が
実
現
さ
れ
な
い
程
度
に
お
い
て
国
家
は
資
本
主
義
的
で
は
な
い
」

（ibid.,
p.221,

Jessop
B
.:
State

T
heory,

p.354.
State

P
ow
er,
p.8.

）
と

い
う
。
こ
れ
は
從
前
の
経
済
主
義
的
な
本
質
主
義
的
マ
ル
ク
ス
主
義
に
対
す
る

批
判
で
は
あ
る
。
だ
が
資
本
主
義
社
会
に
お
け
る
国
家
の
一
部
に
ま
だ
資
本
主

義
国
家
を
認
め
て
い
る
の
に
は
疑
問
が
あ
る
。
な
る
ほ
ど
そ
れ
は
本
質
主
義
は

排
し
て
い
る
と
し
て
も
機
能
主
義
的
で
は
あ
る
。
そ
う
で
は
な
く
、
厳
密
に
云

、
、
、
、

え
ば
、
、

近
代
国
家
は
す
べ
て
資
本
主
義
国
家
で
は
な
い

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

と
い
え
る
。
本
来
資
本
主

義
は
経
済
用
語
で
あ
っ
て
政
治
用
語
で
は
な
い
。
ひ
ろ
く
普
及
し
て
い
る
資
本

主
義
国
家
と
い
う
い
い
方
は
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
で
あ
っ
て
問
題
、
、

と
い
わ
ね
ば
な

ら
な
い
。
ジ
ェ
ソ
ッ
プ
の
所
論
の
根
底
に
は
、
国
家
と
市
民
社
会
と
の
分
離
の

把
握
に
お
け
る
矛
盾
・
対
立
面
（
彼
は
こ
れ
を
全
く
認
め
な
い
わ
け
で
は
な
い

State
T
heory,

p.136

）
よ
り
も
相
互
依
存
、
相
互
滲
透
面
の
重
視
が
存
在
す

る
。
経
済
主
義
を
批
判
し
な
が
ら
も
未
だ
そ
れ
が
残
っ
て
い
る
。
と
ま
れ
彼
に

お
い
て
、「
国
家
権
力
と
は
我
々
の
被
説
明
項ex

p
lican

d
u
m

の
意
味
で
あ
っ

て
説
明
原
理principle

of
explanation

で
は
な
い
」

（
71
）

「
国
家
権
力
と
は
所
与

の
状
況
に
お
け
る
全
諸
勢
力
間
で
の
力
関
係
の
バ
ラ
ン
ス
に
よ
っ
て
調
停
さ
れ

た
結
果
な
の
で
あ
る（

72
）

」。
つ
ま
り
そ
れ
は
、
固
定
し
た
一
定
の
も
の
で
は
な
く
、

そ
の
時
々
の
状
況
に
応
じ
た
関
係
的
所
産
に
外
な
ら
な
い
。
な
ら
ば
、
先
に
国
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家
の
ガ
イ
ド
・
ラ
イ
ン
と
し
て
国
家
（
機
構
）
に
よ
る
一
般
利
益
の
名
の
下
で

の
住
民
に
対
す
る
拘
束
的
決
定
の
強
制
な
い
し
排
除
が
語
ら
れ
て
い
た
が
、
こ

れ
は
一
体
何
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
国
家
の
権
力
的
行
為
と
し
て
し
か
考
え
ら

れ
ぬ
が
、
そ
れ
と
国
家
は
権
力
を
持
た
な
い
と
か
国
家
権
力
は
国
家
の
権
力
で

は
な
い
な
ど
と
し
て
い
る
の
と
は
、
ど
う
関
係
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
を
見

て
み
よ
う
。

﹇
政
略
的
・
関
係
的
ア
プ
ロ
ー
チstra

te
g
ic
-re
la
tio
n
a
l
a
p
p
ro
a
c
h

﹈

こ
の
政
略
的
・
関
係
的
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
ジ
ェ
ソ
ッ
プ
国
家
論
の
中
枢
部
で
あ

る
。S

trateg
y

＝
戦
略
な
い
し
政
略
―
―
以
後
、
政
略
と
稱
す
―
―
と
は
、

從
前
の
マ
ル
ク
ス
主
義
理
論
に
お
い
て
は
、
一
般
に
革
命
的
勢
力
に
よ
る
国
家

権
力
の
打
倒
お
よ
び
獲
得
の
た
め
の
、
国
家
に
対
す
るtow
ard （
73
）

い
わ
ゆ
る
戦

略
戦
術
の
意
に
用
い
ら
れ
て
き
た
。
だ
が
こ
の
政
略
の
語
を
、
国
家
そ
の
も
の

に
適
用
す
べ
し
と
ジ
ェ
ソ
ッ
プ
は
い
う
の
で
あ
る
。
彼
は
国
家
に
対
す
る
政
略

と
国
家
自
体
を
政
略
と
す
る
の
と
で
は
、
全
く
別
も
のquite

another
thing （

74
）

だ
と
い
う
。
つ
ま
り
一
方
は
政
略
の
対
象
、
、

と
し
て
の
国
家
、
他
方
は
政
略
の
主、

体、
と
し
て
の
国
家
で
あ
る
。
ジ
ェ
ソ
ッ
プ
は
、「
国
家
の
こ
の
側
面
は
あ
ま
り

に
も
し
ば
し
ば
無
視
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
国
家
を
最
も
よ
く
理
解
し
且
つ
こ

れ
を
変
え
る
こ
と
が
出
来
る
の
は
、
国
家
の
こ
の
側
面
を
探
究
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
で
あ
る（

75
）

」
と
明
言
す
る
。
重
要
か
つ
貴
重
な
指
摘
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

更
に
曰
く
、「
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
仕
事
以
外
の
若
干
の

も
の
の
展
開
と
一
致
し
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
中
で
も
決
し
て
中
心
的
で
は
な
か

っ
た
多
く
の
諸
論
点
を
扱
う
上
で
の
有
益
な
枠
組
み
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る

（
76
）

」
と
。（
こ
の
点
ジ
ェ
ソ
ッ
プ
に
お
け
る
マ
ル
ク
ス
主
義
国
家
論
の
存
在
は

微
妙
で
あ
る
。）
ジ
ェ
ソ
ッ
プ
は
、
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
未
だ
幼
年
期
に
あ
り
、

今
後
ま
だ
ま
だ
検
討
さ
れ
、
未
解
決
の
多
く
の
争
点
の
あ
る
こ
と
も
認
め
て

い
る（

77
）

。
と
こ
ろ
で
一
口
に
政
略
的
・
関
係
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
い
っ
て
も
、
も
と
も
と

こ
れ
ら
は
別
々
の
、
政
略
と
し
て
の
国
家
と
社
会
関
係
と
し
て
の
国
家
と
い
う

二
つ
か
ら
成
る
。
同
一
の
国
家
を
前
者
は
市
民
社
会
に
対
す
る

、
、
、
、
、
、
、
、

存
在
と
し
て
の

国
家
の
面
に
お
い
て
、
後
者
は
主
に
市
民
社
会
に
制
約
せ
し
め
ら
れ
る

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

国
家
の

面
に
お
い
て
把
握
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
こ
の
う
ち
社
会
関
係
と
し
て
の
国

家
に
つ
い
て
は
、
既
に
本
文
の
始
め
で
引
用
し
た
こ
と
の
繰
り
返
し
に
な
る
の

だ
が
、
ジ
ェ
ソ
ッ
プ
曰
く
、「
国
家
と
は
、
自
分
だ
け
が
居
丈
高
に
自
分
以
外

の
社
会
を
上
か
ら
監
督
す
る
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。
国
家
は
ヨ
リ
広

い
政
治
組
織
（
な
い
し
シ
ス
テ
ム
）
の
中
に
は
め
込
ま
れ
て
い
る
、
他
の
制
度

的
秩
序
と
接
合
し
、
市
民
社
会
の
色
々
な
種
類
と
連
絡
し
合
っ
て
い
る（

78
）

」
と
。

同
じ
こ
と
だ
が
別
に
ま
た
こ
う
も
言
っ
て
い
る
。「
制
度
的
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
と

し
て
の
国
家
と
他
の
制
度
的
秩
序
な
い
し
生
活
圏
と
の
間
に
は
重
要
な
物
質

的
、
論
説
的
な
境
界
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
国
家
の
機
構
と
実
践
は
、
他
の
制
度

的
諸
秩
序
や
社
会
的
諸
実
践
と
は
物
質
的
な
相
互
依
存
関
係
に
あ
る
。
こ
の
意

味
で
国
家
は
社
会
的
に
は
め
込
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
実
に
テ
イ
ム
・
ミ
ッ

チ
ェ
ル
も
云
う
よ
う
に
、『
近
代
政
治
の
本
質
は
、
国
家
と
社
会
と
の
分
離
の

う
ち
、
ど
ち
ら
か
が
一
方
的
に
他
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
た
り
形
成
さ
れ
た
り
す

る
の
で
は
な
く
、
国
家
と
社
会
の
両
者
の
相
違
を
生
産
し
た
り
再
生
産
し
た
り

す
る
こ
と
に
在
る（

79
）

』」
と
。
つ
ま
り
一
言
に
し
て
、
分
離
し
な
が
ら
国
家
は
市

民
社
会
の
中
に
は
め
込
ま
れ
て
い
る
存
在
だ
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は

市
民
社
会
バ
イ
ア
ス
的
発
想
に
は
ち
が
い
な
い
が
、
し
か
し
決
し
て
国
家
＝
道

具
説
で
は
な
い
。
ジ
ェ
ソ
ッ
プ
は
こ
の
社
会
関
係
と
し
て
の
国
家
の
認
識
を
主

国
家
と
市
民
社
会
の
現
代
理
論

一
四

（8）
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に
プ
ー
ラ
ン
ザ
ス
か
ら
学
ん
だ
。

次
に
政
略
と
し
て
の
国
家
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
そ
れ
は
一
体
何
で
あ
る

の
か
。
ジ
ェ
ソ
ッ
プ
は
プ
ー
ラ
ン
ザ
ス
の
構
造
的
選
択
性
と
い
う
発
想
を
基
に

こ
れ
を
更
に
政
略
的
選
択
性
と
い
う
概
念
に
転
化
発
展
せ
し
め
た（

80
）

。
そ
れ
に

よ
っ
て
選
択
関
係
の
巾
が
広
が
る
か
ら
で
あ
る
。
し
ば
し
彼
の
言
う
所
に
耳
を

傾
け
よ
う
。「
国
家
を
政
略p

olitical
strateg

y

と
見
做
す
の
が
理
論
的
に
生

産
的
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
国
家
は
政
略
の
場
で
あ
り
、
そ
の
発
生
で
あ
り
、
そ

の
生
産
と
み
る
こ
と
が
出
来
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
議
論
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義

者
の
理
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
だ
け
で
は
な
く
色
々
な
非
マ
ル
ク
ス
主
義
者
の
批
判

的
解
釈
に
基
づ
い
て
練
り
上
げ
ら
れ
た（

81
）

」「
国
家
と
は
政
略
の
練
り
上
げ
ら
れ

る
場
で
あ
る
。
全
く
、
政
略
に
関
連
さ
せ
な
い
こ
と
に
は
国
家
シ
ス
テ
ム
の
統

一
は
理
解
出
来
な
い
。
又
国
家
の
活
動
も
政
略
に
関
連
さ
せ
な
い
で
は
理
解
出

来
な
い
。
マ
ル
ク
ス
主
義
者
達
は
し
ば
し
ば
資
本
主
義
国
家
は
本
質
的
な
制
度

的
な
い
し
階
級
的
統
一
性
を
持
っ
て
い
る
と
主
張
す
る
。
だ
が
彼
ら
は
そ
の
説

得
的
な
理
由
を
全
然
提
供
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
せ
い
ぜ
い
国
家
シ
ス
テ
ム

の
形
式
的
統
一
（
例
え
ば
命
令
の
中
央
集
権
的
階
層
制
を
伴
う
主
権
国
家
）
を

立
証
す
る
だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
で
は
国
家
の
実
質
的
な
機
能
的
統
一
を

保
証
す
る
こ
と
は
出
来
は
し
な
い
。（
中
略
）
こ
れ
は
国
家
が
い
や
し
く
も
統

一
的
政
治
力
と
し
て
、い
か
に
し
て
行
動
す
る
の
か
と
い
う
問
題
を
提
起
す
る
。

相
対
的
統
一
が
国
家
の
様
々
な
活
動
や
無
活
動
に
い
か
に
し
て
課
せ
ら
れ
る

か
、
ま
た
こ
れ
ら
の
諸
活
動
が
市
民
社
会
に
発
す
る
相
争
う
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
か

ら
い
か
に
し
て
相
対
的
な
統
一
を
獲
得
す
る
か
を
理
解
す
る
上
で
、
国
家
管
理

者
達state

m
an
ag
ers

（
政
治
家
と
キ
ャ
リ
ヤ
ー
官
僚
層
）
の
役
割
が
決
定

的cru
cial

と
な
る
の
は
こ
こ
で
あ
る
。
か
く
て
我
々
は
国
家
管
理
者
達
が
国

家
の
諸
活
動
に
一
定
の
一
貫
性
を
課
す
べ
く
展
開
す
る
多
様
な
政
略
と
策
略
と

を
吟
味
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る（

82
）

」。
俗
に
政
略
結
婚
と
か
と
い
わ
れ

る
が
、
結
婚
の
す
べ
て
が
も
と
よ
り
政
略
結
婚
で
は
な
い
。
だ
が
国
家
の
政
策
、

国
策
は
す
べ
て
政
略
政
策
で
あ
っ
て
、
一
片
の
政
略
も
含
ま
な
い
国
家
政
策
な

ど
は
あ
り
え
な
い
の
で
あ
る
。
国
策
と
政
略
と
は
不
可
分
な
の
だ
。

ジ
ェ
ソ
ッ
プ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
政
略
と
し
て
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
も
と
も
と
国

家
、
政
治
に
関
連
し
て
い
た（

83
）

。
そ
れ
が
関
係
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
結
び
つ
い
た

の
は
、
一
九
八
〇
年
代
の
後
半
に
エ
セ
ッ
ク
ス
大
学
で
の
ジ
ェ
ソ
ッ
プ
の
講
義

を
聴
い
た
二
、
三
の
学
生
達
が
、
戦
略
的
・
関
係
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
名
づ
け
、

そ
れ
を
ジ
ェ
ソ
ッ
プ
も
取
り
入
れ
た
、
と
の
事
で
あ
る（

84
）

。
余
談
は
と
も
か
く
、

こ
こ
で
止
目
す
べ
き
は
ジ
ェ
ソ
ッ
プ
に
よ
る
、
国
家
に
お
け
る
国
家
管
理
層
す

な
わ
ち
政
治
家
お
よ
び
エ
リ
ー
ト
官
僚
の
決
定
的
重
要
性
の
指
摘
で
あ
る
。

「
要
す
る
に
、
国
家
は
権
力
を
行
使
し
な
い
。
諸
権
力
（
常
に
複
数
の
）
は
特

定
の
情
況
で
の
一
定
の
政
治
力
の
行
為
者
達
に
よ
っ
て
現
実
化
さ
れ
る
。
行
動

す
る
の
は
国
家
に
非
ず
、
そ
れ
は
、
常
に
国
家
シ
ス
テ
ム
の
特
定
の
部
分
と
レ

ベ
ル
に
配
置
さ
れ
て
い
る
特
定
の
一
群
の
政
治
家
達
と
国
家
官
僚
連
で
あ
る
。

彼
等
が
特
定
の
諸
権
力
お
よ
び
国
家
の
諸
能
力
を
現
実
化
す
る
の
だ（

85
）

」。
つ
ま

り
国
家
は
政
治
家
と
高
級
官
僚
と
に
よ
っ
て
動
か
さ
れ
て
い
る
、
国
家
の
統
一

も
彼
等
に
よ
っ
て
保
た
れ
て
い
る
、
と
な
る
。
極
論
す
れ
ば
彼
等
な
し
に
は
国

家
は
存
在
し
な
い
、
彼
ら
と
そ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
こ
そ
が
国
家
だ
と
い
う
こ
と

に
も
な
ろ
う
か
。（
た
だ
ジ
ェ
ソ
ッ
プ
で
も
こ
の
行
為
者ag

en
cy

と
構
造

stru
ctu
re

と
の
関
係
は
見
失
っ
て
は
い
な
い
。
両
者
の
弁
証
法
的
関
係

d
ialectically

を
述
べ
て
は
い
る（

86
）

。
こ
の
点
に
関
し
て
は
後
述
。）
因
み
に
ア

メ
リ
カ
の
国
際
政
治
学
者
で
国
家
バ
イ
ア
ス
的
ア
プ
ロ
ー
チ
論
の
雄
ス
テ
フ
ァ

東
京
経
大
学
会
誌
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ン
・
ク
ラ
ズ
ナ
ー
の
最
新
作
に
よ
れ
ば
、
多
く
の
文
献
の
中
で
国
家
の
定
義
の

第
一
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、「
国
家
に
お
け
る
決
定
権
力
の
立
場
を
占
有

し
て
い
る
人
員
の
集
合
的
一
団
、
す
な
わ
ち
政
府
と
し
て
の
国
家T

h
e
state

as
governm

ent,"by
w
hich

is
m
eant

the
collective

set
of
personnel

w
ho
occupy

positions
of
decisional

authority
in
the
polity." （

87
）

」
と

さ
れ
て
い
る
。
ジ
ェ
ソ
ッ
プ
も
、
国
家
中
心
説
が
、
非
国
家
勢
力
に
抗
し
て
独

自
に
権
力
を
行
使
す
る
国
家
管
理
層
の
能
力
を
強
調
し
て
い
る
、
と
指
摘
し
て

い
る
（S

tate
P
ow
er,
p
.63

）。
た
だ
の
個
々
バ
ラ
バ
ラ
な
個
人
と
し
て
の
政

治
家
や
役
人
が
公
的
権
力
を
行
使
す
る
こ
と
な
ど
出
来
は
し
な
い
。
彼
ら
は
政

府
―
―
内
閣
と
い
う
狹
義
の
政
府
で
は
な
く
、
立
法
・
司
法
・
行
政
の
三
権
す

べ
て
を
包
含
す
る
広
義
の
政
府
―
―
の
一
員
、
そ
の
構
成
メ
ン
バ
ー
と
し
て
の

資
格
に
お
い
て
の
み
国
家
管
理
層
た
り
う
る
の
で
あ
る
。
ジ
ェ
ソ
ッ
プ
は
こ
の

政
府
を
国
家
だ
と
す
る
。
す
な
わ
ち
政
府
の
国
家
化
、
国
家
の
政
府
化
、
つ
ま

り
国
家
イ
コ
ー
ル
政
府
説
で
あ
る
。
か
つ
て
フ
ラ
ン
ス
の
絶
対
君
主
は
、
朕
は

国
家
な
り
と
云
っ
た
。
そ
の
顰
に
な
ら
え
ば
今
日
朕
な
る
も
の
は
、
政
治
家
か

ら
官
僚
、
役
人
に
至
る
大
小
無
数
の
国
家
＝
政
府
構
成
員
と
な
ろ
う
か
。

ジ
ェ
ソ
ッ
プ
は
こ
の
考
え
方
を
ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー
（M

ic
h
e
l

F
ou
cau
lt,
1926-1984

）
か
ら
学
ん
だ
。
彼
は
自
分
の
政
略
的
・
関
係
的
ア
プ

ロ
ー
チ
に
お
け
る

"

政
府
性
と
政
治
術
の
概
念th

e
con
cep
ts
of
g
ov
ern
-

m
en
tality

an
d
statecraft"

の
師
と
し
て
フ
ー
コ
ー
の
名
を
挙
げ
て
い
る（

88
）

。

一
九
九
九
年
四
月
に
来
日
し
た
際
の
ジ
ェ
ソ
ッ
プ
の
講
演
「
戦
後
マ
ル
ク
ス
主

義
思
想
に
お
け
る
国
家
」
で
も
こ
う
云
っ
て
い
る
。「
彼
（
フ
ー
コ
ー
）
は
国

家
を
、
政
治
術
と
政
府
的
合
理
性
の
場
と
見
た
。
彼
は
政
府
性
の
変
化
に
よ
っ

て
い
か
に
異
っ
た
政
治
レ
ジ
ー
ム
が
現
わ
れ
る
か
を
検
討
し
た
。
フ
ー
コ
ー
の

興
味
を
引
い
た
の
は
、
政
府
の
技
術art

of
g
ov
ern
m
en
t

、
熟
練
し
た
論
説

の
手
腕
で
あ
る
。
そ
れ
は
常
に
反
射
的
に
人
々
を
監
視
し
、
細
心
の
注
意
を
払

っ
て
人
々
を
国
家
の
特
定
の
企
図
に
順
応
せ
し
め
る
た
め
で
あ
る
。
フ
ー
コ
ー

流
の
国
家
の
素
性
は
宗
教
や
道
徳
と
は
切
り
離
さ
れ
た
国
家
理
性staatsrai-

son

、
自
律
的
な
政
治
的
合
理
性
で
あ
っ
た
。
云
々（

89
）

」
と
。『
君
主
論
』
で
権

力
の
技
術
を
論
じ
た
ニ
コ
ロ
・
マ
キ
ア
ヴ
ェ
リ
を
彷
彿
た
ら
し
め
る
も
の
が
あ

る
と
云
え
よ
う
。
フ
ー
コ
ー
は
国
家
の
中
央
集
権
的
主
権
性
を
一
方
的
に
強
張

す
る
国
家
バ
イ
ア
ス
的
ア
プ
ロ
ー
チ
も
、
ま
た
支
配
階
級
の
道
具
と
し
て
の
国

家
を
一
面
的
に
力
説
す
る
マ
ル
ク
ス
主
義
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
も
共
に
頭
か
ら
除

け
た
。
彼
は
上
か
ら
の
本
質
主
義
的
な
国
家
一
般
論
を
す
べ
て
拒
否
す
る
。
も

と
も
と
権
力
の
ミ
ク
ロ
物
理
学
が
フ
ー
コ
ー
権
力
論
の
端
緒
で
あ
る
。
ジ
ェ
ソ

ッ
プ
曰
く
、「
フ
ー
コ
ー
の
権
力
分
析
は
次
の
よ
う
に
要
約
出
来
る
。
す
な
わ

ち
権
力
の
検
討
は
下
か
ら
、
種
々
雑
多
で
分
散
し
た
権
力
の
ミ
ク
ロ
物
理
学

m
icro-p

h
y
sics

of
p
ow
er

の
中
で
始
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。（
中
略
）
人
は
権
力

を
、
中
央
の
正
統
化
さ
れ
た
所
で
よ
り
も
む
し
ろ
個
々
人
の
上
に
行
使
さ
れ
た

所
で
研
究
し
、
支
配
の
企
て
を
ガ
イ
ド
す
る
意
志
よ
り
も
服
從
の
現
実
的
実
態

を
調
査
し
、
そ
し
て
権
力
が
特
別
の
事
柄
に
適
用
さ
れ
る
よ
り
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
介
し
て
循
環
す
る
の
を
認
め
る
べ
き
な
の
で
あ
る（

90
）

」
と
。
だ
が
、
と
ジ

ェ
ソ
ッ
プ
は
続
け
る
。「
こ
の
最
初
の
動
き
を
フ
ォ
ロ
ー
し
な
が
ら
も
フ
ー
コ

ー
は
、
複
雑
に
分
散
し
た
場
の
交
差
す
る
権
力
関
係
の
ミ
ク
ロ
的
多
様
と
い
う

下
か
ら
始
め
る
一
方
、
二
つ
の
一
層
相
互
に
関
連
す
る
論
点
も
考
慮
す
る
必
要

の
あ
る
こ
と
を
次
第
に
強
調
し
始
め
た
。
そ
の
第
一
は
こ
の
複
雑
な
権
力
の
諸

関
係
が
ど
う
や
っ
て
、
支
配
の
ヨ
リ
包
囲
的
な
形
態
を
支
え
る
ヨ
リ
一
般
的
な

メ
カ
ニ
ズ
ム
の
中
に
入
り
込
み
こ
れ
と
接
合
す
る
よ
う
に
な
る
の
か
。
そ
の
第
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二
は
ど
う
や
っ
て
そ
れ
ら
が
知
を
生
産
す
る
特
別
の
形
態
と
手
段
に
リ
ン
ク
さ

れ
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る（

91
）

」。
つ
ま
り
権
力
の
ミ
ク
ロ
物
理
学
か
ら
権

力
の
マ
ク
ロ
物
理
学m

acro-p
h
y
sics （

92
）

へ
の
発
展
で
あ
る
。
ジ
ェ
ソ
ッ
プ
曰

く
、「
フ
ー
コ
ー
は
こ
こ
で
政
府
に
つ
い
て
の
問
題th

e
p
rob
lem
atic

of

g
ov
ern
m
en
t

を
展
開
し
た
。
国
家
の
歴
史
的
構
成
と
時
代
性
お
よ
び
権
力
関

係
の
重
要
な
政
略
的
・
策
略
的
次
元the

im
portant

strategic
and

tacti-

cal
dim
ensions

と
そ
れ
に
関
連
す
る
論
説
の
探
究
で
あ
る
。（
中
略
）
誠
に
、

フ
ー
コ
ー
は
『
国
家
と
は
、
多
様
な
諸
政
府
体
レ
ジ
ー
ム
の
活
動
的
結
果th

e

m
obile

effect
of
a
regim

e
of
m
ultiple

governm
entalities

以
外
の
何
者

で
も
な
い
』
と
陳
べ
た（

93
）

」
と
。
先
述
も
し
た
よ
う
に
、
正
に
国
家
は
政
府
化

さ
れ
た
国
家g

ov
ern
m
en
talized

state （
94
）

、g
ov
ern
m
en
talization

of
th
e

state （
95
）

な
の
で
あ
る
。

以
上
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
フ
ー
コ
ー
と
ジ
ェ
ソ
ッ
プ
の
考
え
方
と
は
酷
似
し

て
い
る
。
た
だ
ジ
ェ
ソ
ッ
プ
は
、「
フ
ー
コ
ー
の
分
析
は
つ
ま
る
と
こ
ろ
叙
述

的
で
あ
り
、
一
層
悪
い
こ
と
に
は
機
能
主
義
で
あ
る（

96
）

」
と
批
判
す
る
。
更
に

プ
ー
ラ
ン
ザ
ス
も
含
め
て
両
人
の
把
握
は
、「
概
念
的
に
練
り
上
げ
ら
れ
て
お

ら
ず
、
比
喩
の
レ
ベ
ル
に
止
ま
っ
て
い
る（

97
）

」
と
し
、
ジ
ェ
ソ
ッ
プ
は
彼
ら
の

批
判
的
摂
取
の
上
に
自
ら
の
政
略
的
・
関
係
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
提
起
す
る
の
で

あ
る
。
た
し
か
に
ジ
ェ
ソ
ッ
プ
の
説
く
政
略
主
体
た
る
動
く
政
府
イ
コ
ー
ル
国

家
と
い
う
把
握
に
は
、
国
家
を
何
か
不
動
の
実
体
の
如
く
に
観
じ
、
こ
れ
を
み

ず
か
ら
の
政
略
の
対
象
と
の
み
み
て
き
た
從
前
の
発
想
に
比
し
て
、
い
わ
ば
目

か
ら
鱗
的
な
新
鮮
さ
と
驚
ろ
き
を
覚
え
る
。
日
々
我
々
は
実
際
の
国
家
政
治
の

日
常
的
経
験
で
は
嫌
と
い
う
ほ
ど
政
府
の
政
略
的
政
策
の
眞
只
中
に
暮
さ
ざ
る

を
え
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
政
略
の
張
本
人
イ
コ
ー
ル
政
府
と
い
う
こ
と
を

漠
然
と
し
て
は
と
も
か
く
一
部
を
除
い
て
は
、
一
般
に
そ
の
こ
と
を
さ
ほ
ど
明

確
に
意
識
し
認
識
し
て
い
た
と
は
決
し
て
い
え
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
こ
の
一

点
に
お
い
て
多
く
我
々
は
全
く
即
自
的an

sich

状
態
に
あ
っ
た
の
だ
。
ジ
ェ

ソ
ッ
プ
が
こ
れ
を
対
自
化für

sich

し
て
く
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
特
定
の
部
分

の
た
め
に
残
余
の
部
分
を
犠
牲
に
す
る
非
対
稱
性
を
意
味
す
る
、
政
略
的
選
択

性
の
概
念
が
そ
れ
で
あ
る
。
立
法
・
司
法
・
行
政
三
権
力
の
す
べ
て
に
わ
た
る

政
府
（
広
狹
二
義
）
の
処
置
、
政
策
の
一
切
は
こ
の
政
略
的
選
択
性
の
概
念
に

照
ら
し
て
吟
味
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い（

98
）

。
ゆ
め
ゆ
め
我
々
は
あ
り
も
し
な
い
幻

想
を
政
府
と
国
家
に
抱
い
て
は
な
ら
ぬ
、
こ
れ
を
い
つ
も
肝
に
銘
じ
て
お
く
べ

し
。
先
に
私
が
疑
問
を
提
し
て
お
い
た
ジ
ェ
ソ
ッ
プ
に
お
け
る
、
国
家
と
国
家

権
力
と
の
曖
昧
な
関
係
と
か
、ま
た
国
家
は
権
力
を
持
た
な
い
と
か
の
言
説
も
、

国
家
を
政
府
と
解
し
、
更
に
政
府
は
政
治
家
・
エ
リ
ー
ト
官
僚
の
実
際
上
の
権

力
に
よ
っ
て
動
か
さ
れ
左
右
さ
れ
る
存
在
だ
と
す
る
把
握
に
よ
っ
て
、
そ
れ
な

り
に
理
解
可
能
の
よ
う
に
は
思
わ
れ
る
。
更
に
ジ
ェ
ソ
ッ
プ
が
国
家
の
複
雑
性

を
定
義
す
る
困
難
さ
を
指
摘
し
、
通
常
の
一
定
の
固
定
し
た
永
続
的
な
強
い
定

義
で
は
な
く
、
結
局
柔
軟
な
一
時
的
暫
定
的
な
予
備
的
ガ
イ
ド
・
ラ
イ
ン
な
い

し
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
弱
い
定
義
を
提
案
し
た
の
も
、
こ
の
動
く

政
府
と
し
て
の
国
家
な
い
し
国
家
イ
コ
ー
ル
政
府
、
国
家
＝
政
府
説
か
ら
来
る

の
で
あ
る
。
つ
ま
り
動
か
ぬ
国
家
と
し
て
の
国
家
で
は
な
く
、
動
く
政
府
と
し

て
の
国
家
が
終
始
彼
の
念
頭
に
あ
る
と
私
は
見
る
。

さ
て
そ
う
で
は
あ
る
が
、私
は
ジ
ェ
ソ
ッ
プ
の
国
家
＝
政
府
説
を
採
ら
な
い
。

ジ
ェ
ソ
ッ
プ
に
問
お
う
。
一
体
政
府
、
政
治
家
・
官
僚
の
そ
の
権
力
は
ど
こ
か

ら
な
に
に
由
来
す
る
の
か
と
。
私
は
そ
れ
は
政
府
が
そ
の
代
理
人
た
る
本
人
と

し
て
の
国
家
の
権
力
以
外
の
何
も
の
で
も
あ
り
え
な
い
と
考
え
る
。
明
ら
か
に
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彼
は
国
家
と
政
府
と
を
同
一
視
し
、
混
同
し
て
い
る
。
た
し
か
に
国
家
は
政
府

な
く
し
て
は
存
在
し
な
い
。
し
か
し
ま
た
同
時
に
政
府
も
国
家
な
し
に
は
存
在

し
な
い
の
で
あ
る
。
国
家
は
抽
象
的
存
在
、
政
府
は
具
体
的
存
在
で
あ
っ
て
、

両
者
は
決
し
て
同
一
で
は
な
く
、
混
同
し
て
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
私

は
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。「
国
家
と
政
府
と
は
似
た
も
の
同
志
で
あ
っ
て
、
時

に
は
全
く
同
一
の
も
の
と
扱
わ
れ
、
両
者
の
関
係
、
両
者
の
区
別
は
必
ず
し
も

容
易
で
は
な
い
。
し
か
し
、
国
家
と
政
府
と
は
、
明
確
に
区
別
さ
れ
る
と
共
に

そ
の
連
関
が
問
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
も
の
な
の
で
あ
る
。
…
…
…

現
代
で
は
政
府g

ov
ern
m
en
t

は
国
家state

の
代
理
人ag

en
t

と
さ
れ
る

の
が
通
例
で
あ
る
。

代
理
と
は
そ
の
代
理
人
の
言
動
す
べ
て
が
即
被
代
理
人
た
る
本
人
に
帰
属
す

る
も
の
で
あ
っ
て
代
表
と
は
異
る
。
代
表
と
い
う
も
の
の
中
に
は
被
代
表
者
の

す
べ
て
で
は
な
く
そ
の
一
部
が
反
映
さ
れ
て
存
在
す
る
。
つ
ま
り
代
表
者
自
体

が
、
被
代
表
者
が
そ
こ
に
存
在
す
る
と
同
時
に
存
在
し
な
い
と
い
う
矛
盾
的
存

在
な
の
だ
。
が
、
代
理
に
は
こ
の
よ
う
な
矛
盾
は
存
在
し
な
い
。
国
家
と
政
府

と
の
関
係
も
然
り
。
政
府
の
行
為
は
す
べ
て
国
家
の
名
に
お
い
て
行
わ
れ
、
国

家
に
帰
属
す
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
国
家
と
政
府
と
は
よ
く
混
同
さ
れ
同
一
視

さ
れ
る
こ
と
に
も
な
る
の
は
無
理
か
ら
ぬ
所
と
い
え
よ
う
。
ま
た
確
か
に
政
府

な
く
し
て
国
家
は
存
在
し
な
い
の
は
事
実
で
あ
る
。
た
だ
で
は
何
故
に
そ
う
な

の
か
。
ど
う
し
て
国
家
は
代
理
人
と
し
て
の
政
府
を
必
要
と
し

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．

、
逆
に
ま
た
ど

．
．
．
．
．

う
し
て
政
府
は
国
家
の
代
理
人
な
の
か

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．

、
と
い
う
問
題
が
更
に
あ
ら
た
め
て
問

わ
れ
ざ
る
を
得
な
い
。

そ
も
そ
も
国
家
、
近
代
国
家
と
は
何
か
に
つ
い
て
い
ま
は
極
め
て
簡
単
に
一

言
、
国
家
と
は
権
力
の
中
の
権
力
す
な
わ
ち
主
権
的
権
力
で
あ
る
と
定
義
ず
け

て
前
に
進
む
こ
と
に
し
た
い
。
で
は
権
力
と
は
何
か
。
こ
れ
も
困
難
な
問
題
だ

が
、
権
力
と
は
価
値
剥
奪
的
統
制
力
だ
と
し
て
お
く
。
こ
こ
で
な
か
な
か
難
し

い
が
大
切
な
の
は
、
こ
の
価
値
剥
奪
的
統
制
力
と
し
て
の
権
力
自
体
の
潜
在
性

な
い
し
可
能
性p

oten
tiality

、
つ
ま
り
権
力
そ
の
も
の
は
顕
在
性
な
い
し
現

実
性reality

で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ハ
ン
ナ
・
ア
レ
ン
ト
曰
く
。

『
権
力
そ
の
も
の
が
、
た
と
え
ば
、
ギ
リ
シ
ャ
語
のd

y
n
am
is

に
し
て
も
、
ラ

テ
ン
語
のp

oten
tia

に
し
て
も
、
ラ
テ
ン
語
か
ら
派
生
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
近

代
語
に
し
て
も
、
ド
イ
ツ
語
のM

ach
at

に
し
て
も
、
い
ず
れ
も
権
力
の
『
潜

在
能
力
的
』
な
性
格
を
示
し
て
い
る
。
権
力
と
は
、
常
に
潜
在
的
能
力
で
あ
っ

て
、
実
力
や
体
力
の
よ
う
な
不
変
の
、
測
定
で
き
る
、
信
頼
で
き
る
実
体
で
は

な
い
、
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
』
と
。
い
か
に
強
力
な
権
力
、
主
権
的
権
力
と

し
て
の
国
家
権
力
に
お
い
て
も
然
り
。
し
か
し
そ
の
潜
在
性
と
は
決
し
て
擬
制

で
は
な
い
。
た
だ
未
だ
抽
象
的
な
の
で
あ
る
。
国
家
が
こ
の
抽
象
性
を
脱
し
て

具
体
性
、
現
実
性
に
転
化
す
る
に
は
、
そ
の
た
め
の
代
理
と
し
て
の
人
間
な
い

し
人
間
の
集
団
を
不
可
欠
と
す
る
。
国
家
の
場
あ
い
こ
れ
が
政
府
に
外
な
ら
な

い
。
要
す
れ
ば
、
国
家
と
政
府
と
は
、
そ
の
も
の
自
体
と
対
自
的
な
も
の
と
の
、

本
質
と
現
象
と
の
関
係
に
あ
る
。
本
質
な
く
し
て
現
象
な
く
、
ま
た
現
象
な
く

し
て
本
質
な
し
。
両
者
は
区
別
さ
れ
る
と
同
時
に
不
可
分
に
関
連
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
ヘ
ル
マ
ン
・
ヘ
ラ
ー
も
云
っ
て
い
る
。『
国
家
は
潜
在
性
か
ら
顕
在

性
に
転
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
顕
在
化
し
た
国
家
の
姿
が
、
国
家
機

構
、
広
い
意
味
で
の
政
府
で
あ
る
。
こ
の
国
家
機
関
、
政
府
な
し
に
国
家
主
権

は
存
在
し
な
い
』。
逆
に
ま
た
国
家
な
く
し
て
政
府
も
存
在
し
な
い
。
た
と
え

ば
国
家
の
裏
付
け
の
無
い
い
わ
ゆ
る
亡
命
政
府
は
名
目
上
の
も
の
に
す
ぎ
ず
未

だ
眞
の
政
府
で
は
な
く
、
い
わ
ば
仮
象
の
政
府
で
あ
る（

99
）

」。
プ
ー
ラ
ン
ザ
ス
も
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そ
う
で
あ
っ
た
が
ジ
ェ
ソ
ッ
プ
も
然
り
で
、
国
家
と
政
府
と
の
区
別
と
連
関
が

曖
昧
で
不
明
瞭
の
ま
ま
な
の
で
あ
る
。
ジ
ェ
ソ
ッ
プ
は
構
造stru

ctu
re

と
行

為
者agent

と
の
弁
証
法
的
関
係dialectical

relation （
100
）

な
ど
と
云
っ
て
は
い

る
け
れ
ど
も
、
こ
れ
を
国
家
と
政
府
と
の
関
係
に
適
用
し
て
は
い
な
い
。

最
後
に
、
先
に
宿
題
と
し
て
残
し
て
お
い
た
、
ジ
ェ
ソ
ッ
プ
の
所
謂
国
家
の

部
分
性
と
全
体
性
と
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
スth

e
p
art-w

h
ole
p
arad

ox （
101
）

に
つ
い

て
考
え
て
み
よ
う
。
彼
は
次
の
よ
う
に
云
っ
て
い
る
。「
国
家
は
一
つ
の
パ
ラ

ド
ッ
ク
ス
を
含
ん
で
い
る
。
そ
れ
は
正
に
一
方
に
お
い
て
社
会
構
成
体
の
中
で

の
特
に
一
つ
の
制
度
的
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
で
あ
り
、
他
方
で
国
家
は
自
身
が
単
に

そ
の
一
部
に
す
ぎ
な
い
社
会
構
成
体
の
結
合
を
維
持
す
る
、
全
体
的
責
任
を
特

別
に
負
わ
さ
れ
て
い
る
。
社
会
の
部
分
で
あ
り
且
つ
全
体
で
あ
る
と
い
う
こ
の

パ
ラ
ド
キ
シ
カ
ル
な
立
場（
102
）

」
と
。
こ
の
う
ち
部
分
性
に
つ
い
て
は
、「
国
家
に

つ
い
て
の
適
切
な
理
論
は
、
た
だ
そ
れ
が
社
会
に
関
す
る
ヨ
リ
広
範
な
理
論
の

一
部
と
し
て
の
み
生
み
出
さ
れ
う
る
の
で
あ
る（
103
）

」「
要
す
る
に
国
家
と
は
、
複

雑
な
社
会
的
秩
序
の
中
で
、
そ
の
他
の
諸
組
織
と
共
に
相
互
に
依
存
し
合
っ
て

い
る
と
こ
ろ
の
、
不
意
に
現
わ
れ
て
く
るem

erg
en
t

部
分
的
で
不
安
定
な
組

織
と
し
て
考
え
ら
れ
る（
104
）

」
と
云
う
。
そ
し
て
全
体
性
に
関
し
て
は
、「
全
体
の

た
め
の
責
任
の
物
質
的
な
基
礎
と
支
え
は
、
近
代
国
家
が
エ
ン
ジ
ョ
イ
す
る
物

理
的
強
制
力
の
合
憲
的
独
占
、
並
び
に
、
そ
の
管
轄
権
に
服
す
る
と
思
わ
れ
る

社
会
的
行
為
者
達
（
諸
個
人
な
い
し
諸
組
織
）
を
拘
束
す
る
諸
決
定
、
こ
れ
を

実
行
す
る
階
層
的
に
組
織
さ
れ
た
主
権
国
家

、
、
、
、

sov
ereig

n
state

（
傍
点
―
柴

田
）
に
こ
れ
が
与
え
る
組
織
的
能
力
で
あ
る
。
そ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
基
礎
と

原
動
力
は
、
国
家
と
い
う
構
造
物th

e
con
stru
ction

of
th
e
state

に
そ
し

て
或
い
は
こ
の
全
体
的
責
任
の
主
体
と
し
て
の
国
家
管
理
層
に
あ
る（
105
）

」
と
書

く
。
ど
う
も
相
不
変
、
体
系
的
な
ら
ぬ
論
理
性
に
弱
い
文
章
の
羅
列
の
よ
う
に

私
に
は
思
わ
れ
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
と
も
か
く
、
見
ら
れ
る
よ
う
に
国
家
の
部

分
性
は
社
会
関
係
と
し
て
の
国
家
に
、
国
家
の
全
体
性
は
政
略
と
し
て
の
国
家

に
か
か
わ
る
。
つ
ま
り
国
家
の
部
分
性
と
全
体
性
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
は
、
国
家

の
政
略
的
・
関
係
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
不
可
分
で
あ
っ
て
、
両
者
は
イ
コ
ー
ル
な

の
で
あ
る（
106
）

。
問
題
は
そ
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
の
意
味
で
あ
る
。
逆
説
、
逆
理
、

背
理
等
と
訳
さ
れ
る
が
、
ジ
ェ
ソ
ッ
プ
は
ま
た
こ
れ
を
ジ
レ
ン
マd

ilem
m
a （

107
）

窮
地
、
板
ば
さ
み
と
も
表
現
し
て
い
た
。
彼
は
そ
れ
ら
の
詳
し
い
論
理
的
な
説

明
を
し
て
く
れ
て
は
い
な
い
の
で
眞
意
は
よ
く
理
解
で
き
な
い
。
し
か
し
、
政

略
的
・
関
係
的
ア
プ
ロ
ー
チ
が
、
市
民
社
会
バ
イ
ア
ス
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
関
係

説
と
国
家
バ
イ
ア
ス
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
政
略
説
、
こ
の
両
説
の
折
衷
的
産
物
な

の
と
全
く
同
様
に
、
国
家
の
部
分
性
と
全
体
性
と
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
も
折
衷
論

に
外
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
そ
れ
は
国
家
論
的
に
い
え
ば
、
市
民
社
会
バ
イ
ア
ス

的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
多
元
的

、
、
、

国
家
論
と
国
家
バ
イ
ア
ス
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
一
元
的

、
、
、

国
家
主
権
論
と
の
折
衷
で
あ
る
。
論
よ
り
証
拠
。
フ
ー
コ
ー
と
共
に
国
家
の
主

権
性
を
口
を
極
め
て
執
拗
に
排
し
て
い
た
ジ
ェ
ソ
ッ
プ
が
、
先
の
引
用
文
で
国

家
の
全
体
性
の
物
質
的
基
礎
と
支
え
を
論
ず
る
に
当
っ
て
思
わ
ず
主
権
国
家

、
、
、
、

に

言
及
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
に
明
白
で
あ
る
。
だ
が
ジ
ェ
ソ
ッ
プ
の
云
う
国

家
の
部
分
性
と
全
体
性
と
の
こ
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
、
ジ
レ
ン
マ
説
も
全
く
の
誤

り
と
は
い
え
ま
い
。
た
し
か
に
国
家
に
は
全
体
性
と
部
分
性
と
が
あ
る
の
で
あ

る
。
た
だ
そ
れ
を
両
者
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
と
か
ジ
レ
ン
マ
と
か
と
も
や
も
や
し

た
曖
昧
な
折
衷
的
認
識
に
止
ま
る
の
が
問
題
と
な
る
。
私
見
で
は
、
そ
れ
こ
そ

そ
れ
は
弁
証
法
的
関
係
と
し
て
明
確
に
云
い
直
さ
れ
て
は
な
ら
ぬ
と
考
え
る
。

近
代
国
家
は
、
主
権
的
一
元
性
と
市
民
的
多
元
性
と
が
矛
盾
・
対
立
し
且
つ
相
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互
に
依
存
し
合
う
弁
証
法
的
存
在
な
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
国
家
と
市
民
社
会
と

の
二
重
構
造
、
そ
の
弁
証
法
性
を
固
有
す
る
近
代
特
有
の
産
物
で
あ
る
。
ジ
レ

ン
マ
は
そ
の
一
現
象
に
す
ぎ
な
い
。

十
九
世
紀
の
中
葉
に
若
き
マ
ル
ク
ス
は
ヘ
ー
ゲ
ル
法
哲
学
批
判
の
中
か
ら
こ

の
弁
証
法
的
原
理
を
掴
み
出
し
た
。
プ
ー
ラ
ン
ザ
ス
は
最
初
こ
そ
こ
の
原
理
に

目
を
向
け
た
が
間
も
な
く
こ
れ
を
放
棄
し
て
し
ま
っ
た
。
ジ
ェ
ソ
ッ
プ
は
ど
う

か
。
彼
は
こ
う
云
っ
て
い
る
。（
１
）「
若
し
仮
に
マ
ル
ク
ス
が
一
八
四
四
年
に

没
し
て
い
た
と
し
た
な
ら
ば
、
そ
れ
ら
は
今
日
な
ん
ら
特
別
な
注
目
に
価
し
な

い
で
あ
ろ
う（
108
）

」
と
。
つ
ま
り
、
ジ
ェ
ソ
ッ
プ
は
近
代
に
お
け
る
国
家
と
市
民

社
会
と
の
分
離
に
は
触
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
そ
の
弁
証
法
的
二
重
構
造
と
止

揚
の
論
理
を
擦
り
抜
け
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
だ
が
し
ば
ら
く
後
に
は

次
の
如
く
述
べ
て
い
る
。（
２
）「
マ
ル
ク
ス
は
現
存
資
本
主
義
国
家
の
廃
絶
の

み
な
ら
ず
国
家
と
市
民
社
会
と
の
分
離
の
あ
ら
ゆ
る
形
態
を
終
わ
ら
せ
る
こ
と

が
共
産
主
義
運
動
の
歴
史
的
使
命
で
あ
る
と
強
調
し
た
。
…
…
そ
し
て
マ
ル
ク

ス
自
身
が
そ
の
よ
う
な
諸
問
題
に
関
心
を
抱
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
国
家

と
市
民
社
会
の
分
離
に
関
す
る
彼
の
初
期
の
論
評h

is
early

rem
ark
s

か
ら

だ
け
で
は
な
く
、
パ
リ
・
コ
ミ
ュ
ー
ンP

aris
C
om
m
u
n
e

は
国
家
形
態
の
あ

れ
こ
れ
の
変
種
よ
り
も
む
し
ろ
国
家
形
態
そ
の
も
の
へ
の
襲
撃
を
含
ん
で
い
た

と
い
う
彼
の
議
論
か
ら
し
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。（
中
略
）
こ
れ
ら
の
コ
メ
ン

ト
は
、
国
家
に
関
す
る
始
祖
達
の
全
般
的
で
最
も
重
要
な
部
分th

e
g
en
eral

th
ru
st

の
点
か
ら
見
る
と
、
二
義
的secon

d
ary

だ
。
し
か
し
と
い
う
こ
と

は
そ
れ
ら
が
国
家
理
論
の
発
展
の
中
で
無
視
さ
れ
て
も
差
支
え
な
い
と
い
う
こ

と
を
意
味
し
な
い
。
実
に
、
こ
の
よ
う
な
諸
規
定
を
、
国
家
の
十
全
な
分
析
の

内
に
包
含
す
る
こ
と
こ
そ
が
不
可
欠v

ital

な
の
で
あ
る（
109
）

」
と
。
初
期
マ
ル
ク

ス
の
国
家
に
関
す
る
論
説
は
、（
１
）
で
の
、
今
日
そ
れ
は
全
く
な
ん
の
注
目

に
も
価
し
な
い
、
と
い
う
の
と
、（
２
）
で
の
、
そ
れ
ら
は
二
義
的
で
は
あ
っ

て
も
（
私
は
、
決
し
て
二
義
的
な
ど
で
は
な
く
そ
れ
こ
そ
は
眞
に
一
義
的
だ
と

考
え
て
い
る
）、
国
家
論
の
今
後
の
展
開
に
お
い
て
無
視
さ
れ
て
は
な
ら
ず
、

む
し
ろ
国
家
論
の
死
活
に
か
か
わ
るv

ital

ほ
ど
の
重
要
性
を
力
説
す
る
の
と
、

こ
の
天
と
地
ほ
ど
の
明
ら
か
な
乖
離
を
我
々
は
ど
の
よ
う
に
理
解
し
た
ら
良
い

の
で
あ
ろ
う
か
。（
因
み
に
、
ジ
ェ
ソ
ッ
プ
に
お
け
る
、
民
主
主
義
的
な
社
会

主
義
へ
の
方
途
は
、
左
翼
ユ
ー
ロ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
な
い
し
オ
ー
ス
ト
ロ
・
マ

ル
ク
ス
主
義
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
ら
に
は
国
家
の
変
質
は
望
め
て
も

初
期
マ
ル
ク
ス
や
パ
リ
・
コ
ミ
ュ
ー
ン
に
お
け
る
国
家
の
止
揚
は
含
ん
で
い
な

い
、
と
私
は
考
え
る
。）

﹇
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﹈Jessop

B
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ress
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義
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藤
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書
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一
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八
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年
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七
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仝
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七
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ボ
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ソ
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プ
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戦
後
マ
ル
ク
ス
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思
想
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け
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『
国
家
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中
馬

祥
子
訳
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情
況
出
版
「
国
家
を
読
む
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〇
〇
年
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頁
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B
ob
Jessop
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T
h
e
S
tate
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P
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p
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B
.

ジ
ェ
ソ
ッ
プ
（
田
口
監
訳
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ー
ラ
ン
ザ
ス
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読
む
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出
版
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八
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版
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文
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U
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）

ibid.,p.25.
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B
.:State

T
heory,op.cit.,p.79.

ibid.,p.80.

ibid.,p.81.

ibid.,p.79.

前
掲
、
ジ
ェ
ソ
ッ
プ
（
中
谷
訳
）『
国
家
理
論
』
四
一
五
、
四
一
七
頁
。Jessop

B
.:State

T
heory,op.cit.,p.283,p.285.

前
掲
、
ジ
ェ
ソ
ッ
プ
（
田
口
監
訳
）『
プ
ー
ラ
ン
ザ
ス
を
読
む
』
七
頁
。

Jessop
B
.:
S
tate

T
h
eory

,
op
.
cit.,

p
p
.287

〜288.

前
掲
、
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ソ
ッ
プ

（
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谷
訳
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理
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頁
。
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四
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四
四
九
頁
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ow
er,op.cit.,p.6.
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T
heory,op.cit.,p.13.
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７
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五
六
頁
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B
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掲
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（
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―
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六
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頁
。
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ibid.,p.7.
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ク
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学
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方
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経
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学
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ペ
ー
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マ
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」
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一
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」

東
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（「
探
究
」
７
、
四
四
〜
五
一
ペ
ー
ジ
。
探
究
覆
刻
版
　
第
三
分
冊
　
二
〇
〇
七

年
十
二
月
　
こ
ぶ
し
書
房
　
所
収
）。

マ
ル
ク
ス
「
経
済
学
批
判
序
説
　
三
　
経
済
学
の
方
法
」（
高
木
幸
二
郎
監
訳

「
経
済
学
批
判
要
綱
」
Ⅰ
、
二
二
ペ
ー
ジ
）。

マ
ル
ク
ス
「
資
本
論
」
第
二
版
の
後
書
（
向
坂
訳
、
岩
波
文
庫
（
一
）
三
六
ペ

ー
ジ
）。

Jessop
B
.:
S
tate

T
h
eory

,
op
.
cit.,

p
p
.340

〜341.

前
掲
、
ジ
ェ
ソ
ッ
プ

（
中
谷
訳
）『
国
家
理
論
』
五
〇
七
頁
。

Jessop
B
.:State

P
ow
er,op.cit.,p.9.

「
た
と
え
暴
力
が
国
家
の
最
後
の
手
段
だ
と
し
て
も
、
そ
れ
は
第
一
の
最
も
重

要
な
頼
み
の
綱
で
は
殆
ん
ど
な
い
。
む
し
ろ
暴
力
は
し
ば
し
ば
逆
に
作
用
す
る

こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
国
家
は
も
っ
と
外
の
手
段
を
持
っ
て
い
る
」（S

tate

P
ow
er,
p.10.

State
T
heory,

p.342
cf.

）。「
国
家
権
力
行
使
の
中
心
は
ヘ
ゲ

モ
ニ
ー
的
企
図h

eg
em
on
ic
p
roject

」（S
tate

T
h
eory

,
p
.161

）
で
あ
る
と

し
て
い
る
。
そ
し
て
ジ
ェ
ソ
ッ
プ
は
、「
国
家
の
根
本
的
な
力
学
は
、
武
装
力
に

対
す
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
お
よ
び
戦
争
と
略
奪
に
は
ま
り
こ
む
性
質
を
持
っ
て
い

る
」
と
説
く
デ
ュ
ー
リ
ン
グ
に
対
す
る
基
本
的
な
反
対
は
、
一
世
紀
以
上
も
前

に
エ
ン
ゲ
ル
ス
に
よ
っ
て
は
っ
き
り
述
べ
ら
れ
て
い
る
、
と
云
っ
て
い
る

（State
T
heoty,p.15

）。
な
る
ほ
ど
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
そ
の
『
反
デ
ュ
ー
リ
ン
グ
』

（
一
八
七
八
年
）
の
一
節
「
暴
力
論
」
で
、
政
治
と
経
済
と
の
関
係
に
つ
い
て
、

政
治
を
第
一
に
考
え
る
デ
ュ
ー
リ
ン
グ
を
批
判
し
、
そ
う
で
は
な
く
経
済
が
第

一
次
的
で
あ
っ
て
政
治
は
二
次
的
な
も
の
に
す
ぎ
な
い
と
云
い
、
別
に
変
革
に

お
け
る
革
命
的
暴
力
の
必
要
に
言
及
し
て
い
る
（『
マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
全

集
　20

大
月
書
店
』）。
し
か
し
そ
こ
で
の
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
国
家
論
に
お
け

る
暴
力
の
問
題
と
し
て
暴
力
を
扱
っ
て
は
い
な
い
。

ibid.,p.11.

Jessop
B
.:
T
he
C
apitalist

State,
op.
cit.,
p.221.

前
掲
、
ジ
ェ
ソ
ッ
プ
『
資

本
主
義
国
家
』（
田
口
他
訳
）
二
七
三
頁
。

Jessop
B
.:
S
tate

T
h
eory

,
op
.
cit.,

p
p
.269

〜270.

前
掲
、
ジ
ェ
ソ
ッ
プ

（
中
谷
訳
）『
国
家
理
論
』
三
九
六
頁
。

Jessop
B
.:State

P
ow
er,op.cit.,p.31.

Jessop
B
.:T
he
C
apitalist

State,op.cit.,p.247.State
P
ow
er,p.31.

Jessop
B
.:State

T
heory,op.cit.,p.118.

ibid.,p.117.

Jessop
B
.:State

T
heory,p.118.

ibid.,p.260,p.270.

ibid.,p.1.

ibid.,p.267.

ibid.,p.6.

ibid.,p.5.

ibid.,p.260.

前
掲
『
国
家
理
論
』（
中
谷
訳
）
三
八
〇
―
三
八
一
頁
。

Jessop
B
.:State

P
ow
er,op.cit.,p.125.

State
P
ow
er,ibid.,p.35.

ibid.,pp.36

〜37.State
T
heory:op.cit.,p.261.

ibid.,p.36.

ibid.,pp.35

〜36.State
T
heory:ibid.,p.16,p.1.

ibid.,p.37.

ibid.,p.34.

S
tep
h
en
D
.
K
rasv

er:
P
ow
er,
th
e
S
tate,

an
d
S
ov
ereig

n
ty

（R
outledge

2009

）p.67.

Jessop
B
.:State

P
ow
er,op.cit.,p.17.

Jessop
B
.:
T
h
e
S
tate

in
P
ostw

ar
M
arx
ist
T
h
ou
g
h
t

―p
ap
er
p
re-

pared
for
discussion

in
T
okyo,25th

A
pril
1999,p.7.

ボ
ブ
・
ジ
ェ
ソ
ッ
プ
／
中
馬
祥
子
訳
「
戦
後
マ
ル
ク
ス
主
義
思
想
に
お
け
る

国
家
と
市
民
社
会
の
現
代
理
論

二
二

（8）
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『
国
家
』（「
情
況
」1999

年
７
月
号
、
三
九
頁
。
後
に
『
国
家
を
読
む
』
情
況

出
版
社
　2000

年
６
月
に
収
め
る
。
同
二
〇
一
頁
）

Jessop
B
.:State

P
ow
er,op.cit.,p.148.

ibid.,p.140.

Jessop
B
.:State

P
ow
er,op.cit.,p.148.

ibid.,p.140.

ibid.,p.151.

ibid.,p.147.

Jessop
B
.:State

T
heory,op.cit.,p.257.

最
近
の
そ
の
き
わ
め
て
露
骨
で
典
型
的
な
例
は
、
政
府
・
検
察
庁
最
高
幹
部
に

よ
る
民
主
党
小
沢
一
郎
代
表
の
公
設
秘
書
の
逮
捕
と
そ
れ
に
よ
る
小
沢
民
主
党

潰
し
で
あ
る
。
次
の
記
事
は
そ
れ
を
如
実
に
示
し
て
い
る
。“「
衆
院
選
を
控
え

た
時
期
に
民
主
党
の
小
沢
一
郎
代
表
の
公
設
第
一
秘
書
を
逮
捕
し
た
こ
と
に
対

す
る
検
察
批
判
を
、
十
六
日
解
説
面
の
メ
デ
ィ
ア
観
望
で
社
会
部
の
瀬
口
晴
義

記
者
が
論
じ
ま
し
た
。「
自
民
党
の
有
力
な
総
理
候
補
に
同
じ
容
疑
が
浮
上
し
た

ら
、
検
察
首
脳
は
逡
巡
せ
ず
に
ゴ
ー
サ
イ
ン
を
出
し
た
だ
ろ
う
か
」
と
疑
問
を

投
げ
か
け
た
こ
の
記
事
に
、
横
浜
市
の
五
十
代
女
性
は
「
野
党
党
首
を
標
的
に

し
た
今
回
の
事
件
は
、
与
党
と
法
務
官
僚
が
結
託
し
た
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
と
し
か
思
え
な
い
。
で
も
、
こ
の
記
事
で
少
し
胸
の
つ
か
え
が
下
り
た
」

と
の
メ
ー
ル
を
寄
せ
ま
し
た
。（
Ｍ
）”」（
東
京
新
聞
０
９
年
３
月
19
日
）。
尚
、

青
木
理
『
国
策
捜
査
』（『
金
曜
日
』
二
〇
〇
八
年
）
参
照
。

拙
稿
「
国
家
と
市
民
社
会
の
現
代
理
論
（
１
）」（
東
経
大
学
会
誌
　
２
４
５
号

２
０
０
５
年
３
月
）
一
二
―
一
三
頁
。

Jessop
B
.:State

P
ow
er,op.cit.,p.34.

ibid.,p.8.State
T
heory,op.cit.,p.360.

ibid.,p.7,p.79.State
T
heory,p.360.

ibid.,p.7.

ibid.,p.78.

Jessop
B
.:
State

T
heory,

op.
cit.,
p.311.

前
掲
、
ジ
ェ
ソ
ッ
プ
（
中
谷
訳
）

『
国
家
理
論
』
五
三
七
頁
。

Jessop
B
.:State

P
ow
er,p.1.

こ
の
ヂ
レ
ン
マ
と
い
う
用
語
は
主
にS

tate
T
h
eory

（1990

）
で
用
い
ら
れ

pp.362

〜363.

、State
P
ow
er

（2008

）
で
は
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
が
主
で
あ
る
。

Jessop
B
.:T
he
C
apitalist

State,p.7.

前
掲
、
ジ
ェ
ソ
ッ
プ
（
田
口
訳
）『
資

本
主
義
国
家
』

ibid.,pp.30

〜31.

仝
　
四
一
―
四
二
頁
。

東
京
経
大
学
会
誌
　
第
二
六
三
号

二
三
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